
ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 表紙・図面リスト

S=N.S

縮　尺 図面番号 図　面　名　称

意匠図（建築）

縮　尺

共特－０１

図面番号 図　面　名　称

Ａ－００

改特－０１

改特－０２

改特－０３

改特－０４

改特－０５

改修特記仕様書(1)

改修特記仕様書(2)

改修特記仕様書(3)

改修特記仕様書(4)

改修特記仕様書(5)

表紙・図面リスト

原図サイズ　A1　

N．S

N．S

N．S

N．S

N．S

N．S

N．S
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雑詳細図3 1:20
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仮設計画図1（参考図）
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Ａ－１５

改特－０６

案内図・配置図・外部仕上表

既存　屋上・PH屋上平面図

改修　屋上・PH屋上平面図

既存・改修　3階屋上平面図

既存　南側立面図

改修　南側立面図

既存　東・西側立面図

改修　東・西側立面図

既存　北側立面図

改修　北側立面図

既存・改修　X3通り東側立面図 既存・改修　X13通り西側立面図

既存　矩計図

改修　矩計図

既存・改修　4階天井伏図
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N．S改修特記仕様書(6)
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既存・改修　2・3階ﾊﾞﾙｺﾆ-平面図
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共通特記仕様書

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



2-10　発生材の処理等 　1　建設副産物

「建設副産物適正処理推進要綱」による。

　（1）建設副産物（コンクリート・アスファルト塊・路盤材）

　2　発生材

　受注者は、関係法令に従い、受注者の責任において処分を行う

ものとする。また、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45

年法律第137号）」において定める産業廃棄物管理表（紙マニフェ

スト）または電子マニフェストにより管理するものとする。産業

廃棄物管理表（紙マニフェスト）で管理した場合は、A票及びE票が

管理した場合は、運搬終了報告、処分終了報告、最終処分終了報告

2-2　用語の定義

統括監督員及び担当監督員をいう。

　「監督員」とは、相模原市請負工事監督規程による監督員をいい、

ればならない。

　登録は、登録（受注登録・変更登録・竣工登録）が必要な時期に

速やかに実施すること。

　施工体系図の作成

2-4　施工体制台帳及び 　受注者は、下請契約を締結したときは、施工体制台帳を作成し

現場に据え置かなければならない。

及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

2-5　質疑に対する協議 　設計図書に疑義が生じた場合は、監督員と協議を行い承諾を

得てから施工を行う。

2-6　施工図等

上で設計図書との照合を行い、所定の寸法が確保できることを確認

する。なお、寸法等の変更を要する箇所が生じた場合には監督員に

報告するとともに、施工図、製作図等を作成し監督員の承諾を受け

ること。

承諾を受けること。

　2　製作、発注物品の同等確認等は製作・発注前に必ず監督員の

監督員との協議による。

　係る事項

計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けること。

現場を保全すること。

2-8　実施工程表の提出

　2　実施工程表には、月毎の予定進捗率（％）を併記する。

施工程表は、原則ネットワーク手法による。

部監修）に準拠すること。

上記により難い場合、監督員と協議し決定すること。

して見開きで比較できるよう整理する。

写真撮影ガイドブック　各工事編（国土交通省大臣官房官庁営繕

　(CORINS)の登録

　2　完成写真（契約条項第32条に基づく工事完成届に添付）

　3　施工上の納まり、取合い等の関係で簡易な調整を行う場合は、

2-11　環境への配慮 　1　使用する材料及び施工方法については、室内環境に配慮した

選定を行い、室内環境に影響を与える可能性のある材料等について

は、監督員の指示により、その物性等の確認できる資料を提出する。

年法律第100号。以下「グリーン購入法」という。）により、環境

負荷を低減できる材料を選定するように努める。

よる健康への影響に配慮する。

　2　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12

　3　使用する材料の選定に当っては、揮発生有機化合物の放散に

2-12　材料の品質等

　2　設計図書に定めのある材料については、材料の品質及び性

能を有することの証明となる資料を監督員へ提出し、あらかじめ

承諾を受けること。

※(表1.7.1)【表1.8.1】による

記入内容　　　

完成図の

完成図

完成図(縮小版)

屏風製本サイズ 原図

部数（　）部 部数（　）部

部数（　）部 部数（　）部

・（　　　　）

2-15　引渡し物品等

工種 指定する材料 備考

（1）中間技術検査を実施する段階及び回数が下記に記載された場合

実施する段階 回数

（4）低入札工事の場合

（2）施工途中における品質確認のため、監督員が必要と認めた場合

（3）施工途中における事故等により、監督員が必要と認めた場合

　受注者は、材料の現場搬入の際、当該材料が設計図書に定められ

た仕様と適合していることを確認する。このうち、次に指定する材

料については監督員の材料検査を受けるものとする。また、指定す

る材料以外のもので監督員が必要と認めた場合は材料検査を受け

ること。

2-13　材料検査

（　　）

（　　）

・引渡し図面

　技術検査（中間技術検査）は、次の場合に実施する。

・CAD、PDFデータの提出　※CD等によるその他

竣工写真

工事関係者一覧表

官庁関係届出書類

備品等　（　　　　　　　　）

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・引渡し物品　 納品部数

※屏風製本は正面及び背表紙面に

・2-16による

機器性能試験成績書

機器取扱い説明書

各種保証書・検査書及び成績表

建築物等の維持管理に関する説明書

2-14　中間技術検査

有するものとし、設計図書に定めのない材料は、当該現場で使用

するほかの材料と比べてバランスの取れた材料とすること。なお、

材料は、製造工場により品質管理がなされたものとする。

　(2)　あらかじめ、監督員の承諾を受けた材料を使用する場合

　(4)　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評

　3　設計図書において、指定された材料・製品等については、指

定された材料・製品等を使用すること。ただし、種々の関係から

やむを得ず同等以上の材料とする場合で、あらかじめ、材料の品

質、性能等の証明となる資料等を示し、監督員の承諾を受けた場

合は、この限りではない。

価名簿（契約時の最新版）」に記載されている評価材料を使用す

る場合（特記等で公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標

は除く。）

準仕様書の規定に基づく品質及び性能以外の材料を規定した場合

る場合

　(3)　設計図書により指定された材料、製造者の製品を使用す

はＪＡＳのマーク表示があるものを使用する場合

　(1)　設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ又

ない。

　ただし、下記の（1）～（4）に該当する場合は、この限りでは

　受注者は、完成時に提出すること。なお、各物品の適用及び

数量等は、以下による。

撮影部位及び箇所数 形式・サイズ

（　）箇所

（　）箇所

・外部

・内部

・外観正面

建築完成写真撮影実績がある者で、監督員が承諾する撮影業者

カラー印画紙キャビネ判

電子データ

(JPEGフルカラー・圧縮率1/4程度)

カラー木製パネル 

半切(324×400mm) 

カラー印画紙キャビネ判

Ａ４アルバム綴じ※ 

4500×3000ピクセル以上で画像補正を行ったもの

工事完成時に次の写真を撮影し、監督員に提出する。

提出数

（　）部

（　）部

（　）部

（　）部

（　）箇所

・外観正面

（　）箇所

2-16　竣工写真

・外部

（　）箇所

（　）箇所

・内部

カラー印画紙キャビネ判

Ａ４アルバム綴じ※ 

電子データ

(JPEGフルカラー)

写真撮影者は、任意

1280×960ピクセル以上で、かつデジタルカメラの最高設定の画質

注：※のアルバムは併せて作成する。

（　）部

（　）部

看板を表示する。

　足場を設ける場合は、原則として「手すり先行工法に関するガイ

ドラインについて（厚生労働省　平成21年4月）」の「手すり先行

工法等に関するガイドライン」による足場（手すり先行専用足場

又は枠組み足場又はくさび緊結式足場）とする。　

　足場の組立、解体、変更の作業は、手すり先行工法により行うと

ともに、使用時には、枠組み足場（妻面を除く）にあっては、交さ

筋かい＋幅木等＋上さん等（各両側）、枠組み以外の足場（枠組み

足場の妻面を含む）にあっては、手すり等＋中さん等＋幅木等（原

則各両側＋妻側）の機能を有するものを設ける又はこれらと同等以

上の措置を講じるものとする。

　なお設置については、「手すり先行工法による足場の組立て等に

関する基準」における「手すり据置方式」又は「手すり先行専用足

　上記により難い場合は、監督員との協議による。

場方式」により行うこと。

2-17　足場

　　　及び環境保全

る。ただし、これにより難い場合は監督員との協議による。

標示施設等を設置すること。

2-19　施工中の安全確保

2-20　見本施工

工種 指定する内容

　見本施工の実施は、次に指定した内容について実施する。

　2　記載内容は、次を標準とする。

（2）当月の実施作業内容

（3）現場写真

　ア　外観　

　イ　内観　

提出の要・不要は、現場説明書（3-（8）履行報告書）による。

　受注者は、契約不適合点検において、契約不適合があると認めら

れたときは、契約条項のとおり、履行の追完等に対応すること。

　契約条項第45条に規定する契約不適合責任に伴う、契約不適合

点検の要・不要については、現場説明書（3-（9）契約不適合点検）

日から起算して11か月を経過以降、12か月を経過する以前の期間）

に工事目的物の、契約不適合点検の実施及び立会いを行う。

2-22　履行報告

2-23　契約不適合点検

2-21　電気保安技術者 電気保安技術者の配置については、現場説明書(3-(7))による。

の通知が届き次第、その原本を監督員に提示する。

送付され次第、その原本を監督員に提示する。電子マニフェストで

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 共通特記仕様書（建築工事）

S=N.S

　1　設計図書の内容の一部を訂正・変更（以下「設計変更」とい

設計変更ガイドライン（相模原市）」によるものとする。

う。）により契約変更が必要となった場合には、契約条項第24条

　2　設計変更の具体的な考え方等については、「相模原市請負工事

又は第25条の規定により手続きを行うこと。

2-24　設計変更

原図サイズ　A1　

共特ー01

共通特記仕様書

繕区分表」による。

　「契約条項」とは、修繕請負契約書の契約条項をいう。

　また、併せて施工体系図を作成し、修繕関係者が見やすい場所

　1　受注者は施工に先立ち、修繕に関連する部分の実測を行った

　1　契約条項第20条の規定により修繕の一時中止の通知を受けた

　2　修繕の施工を一時中止する場合には、修繕の続行に備え修繕

　1　受注者は、修繕の着手に先立ち、別契約を含む施工上密接

に関連する修繕の関係者と調整のうえ、実施工程表を作成し、監

督員の承諾を受ける。なお、契約金額が5,000万円以上の修繕の実

（1）修繕着手前と完成後を同じアングルで撮影し、完成写真帳と

　4　修繕に使用する材料は、石綿を含有しないものとする。

　修繕名称を記すこと。

・（ １ ）部

　※定点から撮影し、月毎の修繕進捗状況を把握できるものとする。

による。修繕目的物の引渡しの日から1年以内（原則として引渡し

　受注者は、契約金額500万（税込）以上の修繕を締結した場合、

（一財）日本建設情報総合センターへ修繕実績情報の登録をしなけ

（２）構造

（４）敷地面積

（５）用途地域

（６）防火指定

名称

（１）建物名称

相模原市緑区久保沢２－２２－２

市立川尻小学校Ａ棟

鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ造：地上4階建て

（３）延床面積 約３，３８５㎡

約１６，９８４㎡

　　ー

　　ー

（７）埋蔵文化財包蔵地　・該当なし

・有　 ・無　

対象部分（　　　　　　　　　　　）

指定部分工期　　　　　年　　月　　日

・施工順序の制約の有無

・概成工期　内容（　　　　）年月日（　　　）

５．指定部分

６．施工条件

・その他修繕

・機械設備修繕

※工事を修繕と読み替えるものとする

Ⅰ．工事概要 

３．建物概要

１．工事名称

２．工事場所

４．工事種目・内容

Ⅱ．工事契約関係 

2-1　工事区分 　工事目的物を建築工事、電気設備工事、給排水衛生設備工事及び

空気調和設備工事等に分割して発注する場合の区分表は、別添「修

2-3　工事実績情報

2-7　工事の一時中止に

場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画（「基本

2-9　工事写真 　1　工事（工程）写真

（1）工事（工程）写真については、営繕工事写真撮影要領　工事

　1　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を

（1）工事総合進度（工程表及び契約課書式による。）

　1　契約条項第11条に規定する履行報告は、工事履行報告書とし、

　工事の施工中にあたっては、関係法令により、工事現場における

2-18　工事看板 　1　工事現場には、公衆が見やすい場所に次の事項を記載した工事

（1）工事名称　（2）工事期間　（3）受注者及び連絡先

（4）現場代理人氏名及び連絡先　（5）工事概要

（6）発注者及び連絡先　（7）工事監理者及び連絡先

　2　工事現場が複数にわたる場合にも、各現場に設置するものとす

※施工日及び施工時間等は、現場説明書　３（２）施工項目による

　制限内容　※現場説明書　３（２）施工項目による

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕

・屋上防水修繕

・バルコニー防水修繕

・外壁修繕

・樋修繕

・内部天井修繕（一部）

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



　・（　　　）

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　　下記仕様書等のうち、現場説明書２－（５）に□を付けたものを適用する。

　　　を適用する。

（３）本特記仕様書の表記

　２）特記事項は、○・  印の付いたものを適用する。

　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　　　○・  印と ※ 印の付いた場合は、○・ を優先する。

　　　　○・  印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　３）特記事項に記載の表示について、（     ）内表示番号は公共建築工事標準仕様書

　　【　】内表示番号は公共建築改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

1　適用区分

2　環境への配慮

3　発生材の処理等

1

各
章
共
通
事
項

　条件を用いる。

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の

　　　　　・ 34ｍ/秒（その他地域）

　・風圧力・ 32ｍ/秒（旧津久井、相模湖、藤野）

　・積雪荷重 　　

　　地表面粗度区分（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）　

　　風速（Vo=　　 m/s）

　　　　　　　　　　・ 35㎝(旧市域) 

　　※  垂直積雪量　・ 40㎝(旧城山、津久井、相模湖、藤野)

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の

　　　品質及び性能を有すると共に、次の①から④を満たすものと

　　　する。

　   　ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　   　塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散

　   　

　   　しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　   　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

　   　る。

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベン

　     ゼンの含有量が少ない材料を使用する。

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸

       ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を

       除く）が添加されていない材料を使用する。

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

       什器類は、ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチ

       ものとする。

       レンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

    　おいて、「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を

    　指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を

    　指す。

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種

      及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通

      大臣の認定を受けた材料

    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルム

    　アルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通

    　大臣の認定を受けた材料

発生材のうち、発注者に引渡しを要するもの

・ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）含有物　・金属類

・その他（　　　　　）

　・有（種類：　　　　　　　　）　・無

特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

　　処理方法：　　

　　分析調査の要否　・有　・無（分析調査済）

　　使用箇所：　　　　　　　　　

　　　 積層材、ＭＤＦ、 パーティクルボード、その他の木質建材、

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板

　　利用に関する共通特記仕様書」による

5　技能士

4　事前調査

（1.3.12）

（1.5.1）

（1.7.2）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=N.S

　・石綿含有せっこうボードの処理　

せっこうボードの処理方法

」　　処理方法は、【9.1.5】による。

　・ひ素・カドミウム含有せっこうボードの処理

　　　　　　　・管理型最終処分場で埋め立て処分

　・その他のせっこうボードの処理

　　　　　　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　処理方法　・再資源化（再資源施設）

　　分析調査　・要　　　・不要（分析調査済）

　・有 （数量　　　　　　　） ・ 無

 ＰＣＢ含有シーリング材の処理方法

　　処理方法　・分別解体後解体した材料を製造業者に処分を委託

　石綿を含有している吹付け材、成形板、建築材料等の使用の有無

　について調査し、監督職員に報告する。

2　分析による石綿含有の調査

　調査箇所　図示

　分析方法　・定性分析　　　・定量分析

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

・押出成形セメント板工事

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCパネル

防水工事

技能検定の職種

　　トーチ防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・改質アスファルトシート

・シーリング防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業

・コンクリートブロック工事作業

・とび作業

・コンクリート圧送工事作業

・型枠工事作業 

・鉄筋組立て作業

・とび作業

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

・左官作業

・ガラス工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・鋼製下地工事作業 ・内外装板金作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

・石張り作業　・石積み作業

・内外装板金作業　・スレート工事作業

・樹脂接着剤注入工事作業

化学物質の濃度測定

　測定対象室　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　測定箇所数　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）箇所

空気中に含まれるホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチ

ルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度測定を実施

し、報告書により結果を報告する。

試料採取方法は、吸引方式（アクティブ法）とし、１箇所当りの

試料は２採取試料を同時採取する。また、分析は厚生労働省「室

内空気中化学物質の室内濃度指針値及び標準的測定方法について」

に準ずる。

6　室内空気中の

および鉄筋調査 ・コア抜き、はつり工事等

・ 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

※ 既存資料調査

・あと施工アンカー工事　※【６.６】及び【８.１２】による

配管・配線等の位置の墨出を行う。

範囲　※図示　・（　　　）

・ 放射線透過試験（電気設備工事編（2.11.2）および

機械設備工事編（4.1.2）による）

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年

労働省令第41号）等に定めるところによるほか、次による。

（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有する

　ものとし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に

　影響のない程度まで照射器より離れる。また、作業者

コンクリート厚さ　　  ｃｍ

フィルムサイズ　

（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整

　以外の立入禁止措置を講ずる。

　する。

（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受ける

　ものの有無を確認する。

撮影枚数　    枚　

2

仮
設
工
事

1　足場等

　　保護ｼｰﾄによる養生　※ 行う　・ 行わない

　　　設置範囲　※図示　・（　　　）　

　　騒音、粉じん等の対策　・行う　・行わない

　　　対策の方法　・防音パネル　・防音シート

　　　設置範囲（防音パネルの場合）　・（　　　）

・内部足場　設置範囲（　　　）

　種別　 ※脚立、足場板等　・（　　　）         

　材料、撤去材等の運搬方法

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種  ・Ｅ種

2　既存部分の養生

　　方法　※ビニルシート、合板等　・（　　　）

　　方法　※ビニルシート等　・（　　　）

　　方法　※ビニルシート等　・（　　　）　　 

　　保管場所　・図示　・（　　　）

・既存家具、設備等の養生　　範囲（　　　）

・既存ブラインド、カーテン等の養生　　範囲（　　　）

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

　　移動する物（　　　）

・外部足場　設置範囲（　　　）

　　移動先（　　　）

（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

　種別　 ※枠組足場　・くさび緊結式足場　・（　　　）         

　　（Ｃ種、Ｄ種の場合）利用可能な箇所　※図示　・（　　　）　

7　施工数量調査

8　埋設配管・配線

3 仮設間仕切り

・ A 種

・ B 種

※ C 種

充填材

○※ 有り

・木下地

・軽量鉄骨 ・無し

・片面

単管下地

充填材：グラスウール３２ｋ　（厚：５０ｍｍ以上）

 ・せっこうボード（9.5mm）

 ・合板(※9.0mm　・4.0mm)

 　防炎シート

・無し

○※ 有り

充填材塗　装仕上げ

充填材：グラスウール３２ｋ　（厚：５０ｍｍ以上）

・仮設間仕切りに設ける仮設扉の設置箇所等

　※図示　・（　　　）

　※図示　・（　　　）

・仮設間仕切りの設置箇所

種別 下地 　仕上げ（厚さmm） 塗装

材質

※木製

・（　　　）

※合板張り程度

・（　　　）

・無し

・片面

防
水
改
修
工
事

4　監督員事務所等

　・机（　）　・椅子（　）　・書棚（　）　・黒板（　）

　・寒暖計（　）　・ゴム長靴（　）　・雨合羽（　）

　・保護帽（　）　・懐中電灯（　）　・安全帯（　）　

　・受注者加入電話の子機（　）　・衣類ロッカー（　）

　・暖房機器　・消火器　・湯沸器　・掃除機等

・規模（　　）㎡程度

・仕上の程度　床：　　　　内壁：　　　　天井：　　　程度

・備える設備　※監督員と協議　・電灯　・給排水　・　

設置する備品の種類及び数量

3 降雨等に対する養生方法1　施工一般

処理

　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　・行わない

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水

架台回り等の処置

露出防水層表面の仕上げ塗装除去 

　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X） 

　　・行わない

層を非撤去とした立上り部等の補修及び処置 

2　既存防水の処理

3　既存防水層下地の

4　アスファルト防水

　※【3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)】による。 ・（　　　）

・屋根保護防水工法

　　（改修工法）・Ｐ１Ｂ　

　・屋根保護防水絶縁工法　施工箇所（　　　）

　・屋根保護防水密着工法　施工箇所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ２Ａ

　　（防水層種別）・Ａー１　・Ａ－２　・Ａ－３

　・屋根保護防水絶縁断熱工法　施工場所（　　　）

　・屋根保護防水密着断熱工法　施工場所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ２ＡＩ

　　（改修工法）・Ｐ１ＢＩ　・Ｔ１ＢＩ

　　（防水層種別）・ＡＩー１　・ＡＩ－２　・ＡＩ－３

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

　※【3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　・（　　　）

※図示　　・（　　　）

既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　※図示　・（　　　）　　　

　　（防水層種別）・Ｂー１　・Ｂ－２

　　（防水層種別）・ＢＩー１　・ＢＩ－２

カーテンウォール工事

・自動ドア施工作業

・金属製カーテンウォール工事作業

塗装工事

内装工事

排水工事

舗装工事

植栽工事

　　　　　　　　断熱工事作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・造園工事作業

・建築配管作業

・壁装作業

・吹付硬質ウレタンフォーム

・ボード仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・建築塗装作業

※監督員事務所の設置の有無は、現場説明書(3-(4)ア)による。

（1.7.9）

（1.6.2）

（1.6.3）

（1.6.1）

（2.2.1）

（2.1.3）

（表2.2.1）

（2.3.1）

（2.3.2）

（表2.3.1）

（2.4.1）

（3.1.3）

（3.2.3）

（3.2.4）

（3.2.6）

（3.2.6）

（3.1.4）

（表3.1.1）

（表3.3.3）

（表3.1.1）

（表3.3.6）

（表3.1.1）

（表3.3.4）

（表3.1.1）

（表3.3.5）

（3.2.6）

改修特記仕様書（１）

原図サイズ　A1　

改特ー01

　※現場説明書３－（３）（エ）及び「残材の処理及び再生材の

　貸与資料（アスベスト調査報告書）

　調査範囲（・改修範囲・図示　）

工種　・（外壁改修）　

調査方法　・（目視、打診）　調査範囲　・（改修範囲）　　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・（監督職員と協議）

調査報告書　提出部数　・（２部）

・既存部分の養生　　範囲（改修範囲）

適用工事種別

※工事を修繕と読み替えるものとする

Ⅰ.改修特記仕様書

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの工事特記仕様書

Ⅱ.工事契約関係

発生材のうち、工事現場において再利用・再資源化を図るもの

1　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により

　測定の指定時期　・工事完成時　・（　　　）

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　※【表3.3.5～表3.3.6】による

　※【表3.3.3～表3.3.4】による　　

押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

（屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の場合）

　　　　　・（　　　）

　　設置数量※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

　　種類　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

脱気装置の種類及び設置数量

屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材

　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

絶縁用シートに使用する材料　　・（　　　）

　※（Ａ－１～Ａ－３又はＢ－１～Ｂ－３の場合）

　　ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上

　　フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）

　※（ＡＩ－１～ＡＩ－３又はＢＩ－１～ＢＩ－３の場合）

平場の保護コンクリートの厚さ　・（　　　）

（こて仕上げの場合）仕上りの平たんさ　・a種　・b種　・c種

　　乾式保護材の材料　・窯業系パネル　・金属複合版

　工法　・コンクリート押え　・モルタル押え

　　　　・乾式保護材　・れんが押え

　　れんが押えのれんがの材料　　・（　　　）

　　乾式保護材の保護方法　・（　　　）

　　　※防水工事材料の製造所の仕様による

立上り部の保護の適用　・有　・無

屋上排水溝の適用　・図示　・（　　　）

・屋根露出防水工法

　・屋根露出防水密着工法　施工箇所（　　　）

　　（防水層種別）・Ｃー１　・Ｃ－２　・Ｃ－３　・Ｃ－４

　　（改修工法）・Ｍ４Ｃ

　・屋根露出防水絶縁工法　施工箇所（　　　）

　　（改修工法）・Ｍ３Ｄ　・Ｐ０Ｄ

　・屋根露出防水絶縁断熱工法　施工場所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０ＤＩ　・Ｍ３ＤＩ　・Ｍ４ＤＩ

　　（防水層種別）・ＤＩー１　・ＤＩ－２

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

改修用ルーフドレンの設置（Ｐ０Ｄ工法、Ｐ０ＤＩ工法の場合）

　・有　・無

　　（防水層種別）・Ｄ－１　・Ｄ－２

　※（こて仕上げの場合）水下で80mm以上

　※（床タイル張り等の仕上げの場合）水下で60mm以上

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　・有（デッキブラシ等で水洗いを行う）　・無

　※【表3.3.7】による

（Ｍ４Ｃ、Ｍ４ＤＩ工法の場合）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

　　　　　　・（　　　）

　　使用量　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

　　種類（　　　）

仕上塗料の種類及び使用量

押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

　　　　　　・（　　　）

（3.3.2）

（3.3.5）

（表8.1.5）

（3.3.5）

（3.3.2）

（3.3.2）

（3.3.5）

（3.1.4）

（表3.1.1）

（表3.3.7）

（表3.1.1）

（表3.3.8）

（表3.1.1）

（表3.3.9）

（3.2.5）

（3.2.6）

（3.3.2）

（表3.3.7）

（表3.3.8）

（3.3.2）

（3.3.3）

　　　　　・（　　　）

【表3.4.1】

【表3.4.2】

【表3.4.3】

仕上塗料の種類及び使用量

　種類（　　　）

　使用量　※改質アスファルトルーフィングの製造所の指定による

屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材

　種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

（硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合、

ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

（屋根露出防水絶縁断熱工法の場合）

　※図示　・（　　　）

屋上排水溝の適用　・図示　・（　　　）

・屋内防水密着工法　施工箇所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ１Ｅ　・Ｐ２Ｅ

　　（防水層種別）・Ｅー１　・Ｅ－２

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

屋上排水溝の適用　・図示　・（　　　）

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

押え金物の材質、形状及び寸法

　※こて仕上げの場合、水下で80mm以上

　　床タイル張り等の仕上げの場合、水下で60mm以上

保護層の新設　・有（厚さ　　　）　・無

　工程３の適用　（種別Ｅ－１の場合）

　　・無

　　・有（※貯水槽、浴槽等の常時水に接する部位　・（　　　））

　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるもの）

（3.3.2）

（3.3.4）

（3.1.4）

（表3.3.10）

（3.2.6）

（3.3.3）

（3.3.2）

（3.3.5）

　　（防水層種別）・ＡＳ－Ｔ１　・ＡＳ－Ｔ２　・ＡＳ－Ｊ２

（Ｍ４ＡＳ、Ｍ４ＡＳＩ工法の場合）

　・有（デッキブラシ等で水洗いを行う）　・無

・既存下地の処理

・（　　　）・（　　　）・（　　　）

・（　　　）・（　　　）・（　　　）

・（　　　）・（　　　）・（　　　）

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

　（Ｐ０ＡＳ工法、Ｐ０ＡＳＩ工法の場合）

改修用ルーフドレンの設置

　・有　・無

　　（防水層種別）・ＡＳＩ－Ｔ１　・ＡＳＩ－Ｊ１

　　（改修工法）・Ｍ３ＡＳＩ　・Ｍ４ＡＳＩ　・Ｐ０ＡＳＩ

　・屋根露出防水絶縁断熱工法　施工場所（　　　）

　　（防水層種別）・ＡＳ－Ｔ３　・ＡＳ－Ｔ４　・ＡＳ－Ｊ１

　　（改修工法）・Ｍ３ＡＳ　・Ｐ０ＡＳ

　・屋根露出防水絶縁工法　施工場所（　　　）

　・屋根露出防水密着工法　施工場所（　　　）

　　（改修工法）・Ｍ４ＡＳ

　防水層の種別

・屋根露出防水工法

 　シート防水

5　改質アスファルト

粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　※【表3.4.1～表3.4.3】による

　※【表3.4.1～表3.4.3】による

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

（3.1.4）

（3.3.3）

（表3.4.1）

（3.3.3）

（表3.4.2）

（3.3.3）

（表3.4.3）

（3.2.5）

（3.2.6）

（3.4.2）

押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

【3.4.2】

（屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の場合）

　　　　　・（　　　）

　　設置数量※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

　　種類　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

脱気装置の種類及び設置数量【3.4.3】

【3.4.2】 屋根露出防水絶縁断熱工法に用いる断熱材

　　　　　　・（　　　）

（硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合、

断熱材張付け時に防湿用シートの設置　・有　・無

　種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事

・接着工法

　防水層の種別ングシート防水

　　施工箇所　（　　　）

【3.1.4】

　　（改修工法）・Ｐ０Ｓ　・Ｓ４Ｓ　・Ｓ３Ｓ　・Ｍ４Ｓ

　　（防水層種別）・Ｓ－Ｆ１　・Ｓ－Ｆ２

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）

　　施工箇所　（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０ＳＩ　・Ｓ４ＳＩ

　　　　　　　　・Ｓ３ＳＩ　・Ｍ４ＳＩ

　　（防水層種別）・ＳＩ－Ｆ１　・ＳＩ－Ｆ２

【3.2.6】

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

【3.2.5】

　・有　・無

改修用ルーフドレンの設置

（Ｍ４Ｓ、Ｍ４ＳＩの場合）　・有　・無

【表3.1.1】

　（Ｐ０Ｓ工法、Ｐ０ＳＩ工法の場合）

　　　　　　・（　　　）

　　使用量　※ルーフィングシートの製造所の指定による

【表3.5.1】

【表3.5.2】

【表3.5.1】

【表3.5.2】

6　合成高分子系ルーフィ

仕上塗料の種類及び使用量（Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）

　　種類　※非歩行仕様（Ｓ－Ｆ１）　　・（　　　）

既存防水層及び保護層（立上り部等）の撤去工程

　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるもの）

ルーフィングシートの種類及び厚さ【3.5.2】

　※【表3.5.1】【表3.5.2】による

種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

脱気装置の種類及び設置数量【3.5.3】

　設置数量　※ルーフィングシートの製造所の指定による

　　　　　・（　　　）

　　　　　・（　　　）

（Ｐ０Ｓ、Ｐ０ＳＩ、Ｓ４Ｓ、Ｓ４ＳＩ、Ｓ３Ｓ、Ｓ３ＳＩの場合）

　種類　　※ルーフィングシートの製造所の指定による

　　種類（　　　）

　　厚さ（　　　）　　・2㎜（S-F2で軽歩行仕様の場合）

合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）に用いる

断熱材

　①硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合

　②ポリエチレンフォーム断熱材の場合

　　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるもの

　　密度及び熱伝導率が、JIS A 9521の規格に準ずるもの

プレキャストコンクリート下地の入隅の増張り

（Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）

　・ルーフィングシートの製造所の仕様による

　・（　　　　）

　・ルーフィングシートの製造所の仕様による

プレキャストコンクリート下地の場合の目地処理の方法（3.5.4）

　・（　　　　）

（3.1.4）

（表3.5.1）

（3.2.5）

（表3.1.1）

（3.2.6）

（表3.5.1）

（表3.5.2）

（3.5.2）

（3.5.2）

（表3.5.2）

（3.5.4）

（3.5.3）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=N.S

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事

　防水層の種別

　　施工箇所　（　　　）

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）

　　施工箇所　（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０ＳＩ　・Ｓ４ＳＩ

　　　　　　　　・Ｓ３ＳＩ　・Ｍ４ＳＩ

・機械固定工法

　・有　・無

改修用ルーフドレンの設置

　（Ｐ０Ｓ工法、Ｐ０ＳＩ工法の場合）

　　（改修工法）・Ｐ０Ｓ　・Ｓ４Ｓ　・Ｓ３Ｓ　・Ｍ４Ｓ

　　（防水層種別）・ＳＩ－Ｍ１　・ＳＩ－Ｍ２

・既存下地の処理

（Ｐ０Ｓ、Ｐ０ＳＩ、Ｍ４Ｓ、Ｍ４ＳＩの場合）　・有　・無

　　使用量　※ルーフィングシートの製造所の指定による

　　　　　　・（　　　）

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　仕上塗料の種類及び使用量（Ｓ－Ｍ１、ＳＩ－Ｍ１の場合）

　　種類　※非歩行仕様（Ｓ－Ｍ１）　　・（　　　）

　※【表3.5.1】【表3.5.2】による

絶縁用シートの材質（Ｓ－Ｍ１、Ｓ－Ｍ２の場合）

　形状及び寸法　（　　　）

　材質　※防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの鋼板の

　厚さ　※０．４ｍｍ以上　・（　　　）

　　　　・（　　　）

固定金具

　　　　　片面又は両面に樹脂を積層加工したもの

　※発泡ポリエチレンシート　・（　　　）

押え金物の材質、形状および寸法

　※ルーフィングシートの製造所の指定する製品

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け 

　　（防水層種別）・Ｓ－Ｍ１　・Ｓ－Ｍ２

　　厚さ（　　　）　　・2㎜（S-M2で軽歩行仕様の場合）

合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）に用いる

断熱材

　①硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合

　　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるものとする。

　②ポリエチレンフォーム断熱材は適用しない

断熱材張付け時に防湿用フィルムの設置　・有　・無

　種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

既存防水層（立上り部等）の撤去工程

　　※適用する

　　・適用しない

　報告書を作成し、監督員の承諾を得ること。

　防水層種別　・Ｓ－Ｆ１　・Ｓ－Ｆ２

　種類（　　　）

　厚さ　・1.5mm　　・2㎜（S-M2で軽歩行仕様の場合）

　　（改修工法）・Ｐ1Ｓ

　　（防水層種別）・Ｓ－Ｃ１

・屋内保護密着工法　施工箇所（　　　）

改修特記仕様書（２）

原図サイズ　A1　

改特ー02

・（平場仮防水）

既存保護層を撤去し、防水層を非撤去とした立上り部等の処理

（Ｐ０Ｓ、Ｐ０ＳＩの場合）

　・（　　　）

・（立上り仮防水）

　（平場下地調整）

・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　）　（立上り下地調整）

補修箇所の形状　　　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

　　種類（塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ(遮熱)）

・建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

・固定ビスの引抜き試験を実施し、その結果を基に耐風圧算定

・立上りを接着工法とする場合の防水層種別、ルーフィングシート

　の種類及び厚さ

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）厚さ（　　　）

　※【表3.5.3】による

モルタルの塗厚　（　　　）

　※こて仕上げの場合、水下で80mm以上

　　床タイル張り等の仕上げの場合、水下で60mm以上

保護層の新設　・有（厚さ　　　）　・無

立上り部の保護モルタル塗厚　※7mm以下　・（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０Ｘ　・Ｌ４Ｘ

　防水層の種別

・塗膜防水工法

　・ゴムアスファルト系塗膜防水　施工箇所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ１Ｙ　・Ｐ２Ｙ

　　（防水層種別）Ｙ－２

改修用ルーフドレンの設置　（Ｐ０Ｘ工法の場合）

　・有　・無

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

　　種類（　　　）

仕上塗料の種類及び使用量（Ｘ－１、Ｘ－２の場合）

　　　　　・（　　　）

　　　　　・（　　　）

　種類　※主材料の製造所の仕様による

　設置数量　※主材料の製造所の仕様による

保護層の適用（Ｐ１Ｙ、Ｐ２Ｙの場合）

　・有（厚さ　　　）　・無

7　塗膜防水

　　（防水層種別）・Ｘ－１（絶縁工法）　・Ｘ－２（密着工法）

　　　　　　　・Ｘ－１Ｈ（絶縁工法）　・Ｘ－２Ｈ（密着工法）

脱気装置の種類及び設置数量（絶縁工法の場合）

工程５の保護層の仕様（　　　）

　※保護モルタルとした場合、工程４の絶縁シートは省略

シーリング改修工法の種類　　

・シーリング充填工法　 

施工箇所

・（　　　）

シーリング材の種類目地寸法

・（　　　）・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

8　シーリング

　シーリング材の目地寸法及び種類

（3.2.6）

（3.5.2）

（表3.5.3）

（表3.1.1）

　　使用量　※主材料の製造所の仕様による　・（　　　）

・拡幅シーリング再充填工法　 

施工箇所

・（　　　）

シーリング材の種類目地寸法

・（　　　）・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

　シーリング材の目地寸法及び種類

施工箇所

・（　　　）

シーリング材の種類目地寸法

・（　　　）・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・ブリッジ工法　 

　シーリング材の目地寸法及び種類

（3.1.4）

（3.5.4）

（3.6.3）

（表3.6.1）

（表3.6.2）

（3.6.3）

（表3.6.3）

（3.2.5）

（3.2.6）

（表3.6.1）

（3.6.3）

（表3.1.1）

（表3.6.3）

（3.1.4）（3.7.2）

（表3.1.2）

（3.7.3）（表3.7.1）

（3.7.4）

（表3.1.2）

（3.7.2）（表3.7.1）

（3.7.3）（3.7.4）

（3.7.6）

（表3.1.2）

（3.7.2）（表3.7.1）

（3.7.3）（3.7.4）

（3.7.7）

シーリング材の接着性試験

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験　

といの材種  　・配管用鋼管 　　　　・硬質ポリ塩化ビニル管 

　　　　　　  ・硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）・ステンレス管

　　　　　　  ・表面処理鋼鈑　・（　　　）

9　とい

表面処理　種別（　　）種　皮膜等の種類　（　　　） 

          着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　 

　　　　　　　　・ステンカラー）

表面処理鋼板の表面及び裏面の塗膜の種類（　　　）

たてどい受金物の取付け工法

とい受金物及び足金物の材種、形状および取付け間隔

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

防露材のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　）

　・（　　）　・図示

鋼管製といの防露巻き工法

　※【表3.8.4】による　・（　　　）

ルーフドレンの取付け工法

構成部材による種類

　・オープン形式　押出形　

　　（・250形　・300形　・350形　・100形） 　　

　・オープン形式　板材折曲げ形

　　（本体幅：（　　mm）　板厚：※2.0mm　・（　　mm）） 

　・シール形式　　板材折曲げ形

　　（本体幅：（　　mm）　板厚：※2.0mm　・（　　mm）） 

10　アルミニウム製笠木

　　（　　　）

　・役物　板材曲げ形

　・付属部品の材料　板材曲げ形

　　（本体幅：（　　mm）　板厚：（　　mm）） 

　　　　　　　　　・行わない

既存笠木等の撤去　・行う（範囲　※図示　・（　　　））

新規アルミニウム製笠木の下地補修の工法

　・図示　・（　　　） 

板材折曲げ形の笠木の取付方法

　・図示　・（　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 

笠木の固定金具の工法等 

　※【3.8.3(6)】による　・（　　　）

1　施工数量調査4

　面に表示し、また欠損部の形状寸法等を調査する。

・モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表

　動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

・ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙

　　※建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）

　　　倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法） 

    ・（　　　）

（3.7.8）

（3.8.2）

（表3.8.1）

（3.8.3）

（3.9.2）

（表3.9.1）

（3.9.2）

（表5.2.2）

（3.9.3）

（1.6.2～1.6.3）

調査範囲

調査方法

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

4-1 1　ひび割れ部改修工法

（4.1.4）

（4.2.5）

（4.2.6）

（4.2.4）

（表3.7.1）

2　欠損部改修工法

4-2

外
壁
改
修
工
事
　
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

1　ひび割れ部改修工法

（4.2.7）

（4.1.4）

（4.2.8）

（4.3.2）

（4.2.5）

（4.2.6）（4.3.7）

（4.2.4）

（表3.7.1）

（4.2.7）（4.3.8）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=N.S

注入量：多少樹脂が残った状態

　　　：隣のパイプから樹脂が出た状態

※自動式低圧エポキ 0.2以上～1.0以下

工法の種類 ひび割れ幅

(mm)

注入口間隔

(mm)

注入量

（ml/m）

※ 200～ 300  ・130

　シ樹脂注入工法

・樹脂注入工法

0.2以上～0.3未満 ・50～100 ・40

0.5以上～1.0以下 ・150～250

0.3以上～0.5未満 ・100～200

・130

・70

　樹脂注入工法

・機械式エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

(コアの抜き取りによる場合）

 ひび割れ部の注入状況の確認方法

　 ・行う　（※コアの抜き取り　・　　　　　）

　 ・行わない

  抜取り部の補修方法　※図示　・（　　　）

　　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・（　　　）

　抜取り個数

・Ｕカットシール材充填工法 　

  充填材料（・シーリング材 　・可とう性エポキシ樹脂 ）

    種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・（　　　）

　　（シーリング材による場合）

2　欠損部改修工法

3　浮き部改修工法

（4.3.10）

（4.3.5）

（4.3.11）

（4.3.12）

（4.3.13）

（4.3.14）

（4.3.15）

（4.3.16）

（4.3.9）

（4.3.10）

（4.3.5）

（4.3.9）

（4.3.10）

　  ポリマーセメントモルタルの充填　・行う 　・行わない

　  エポキシ樹脂モルタルの充填　　　・行う 　・行わない

・シール工法

※充填工法　・（　　　）

（充填工法の場合）

既存モルタル塗りの撤去

注入量：多少樹脂が残った状態

　　　：隣のパイプから樹脂が出た状態

ひび割れ部の改修工法

　・行う（※ 全面　・図示の範囲）

※自動式低圧エポキ 0.2以上～1.0以下

工法の種類 ひび割れ幅

(mm)

注入口間隔

(mm)

注入量

（ml/m）

※ 200～ 300  ・130

　シ樹脂注入工法

・樹脂注入工法

0.2以上～0.3未満 ・50～100 ・40

0.5以上～1.0以下 ・150～250

0.3以上～0.5未満 ・100～200

・130

・70

　樹脂注入工法

・機械式エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

  充填材料（・パテ状エポキシ樹脂 　・可とう性エポキシ樹脂 ）

(コアの抜き取りによる場合）

　ひび割れ部の注入状況の確認方法

　　・行う　（※コアの抜き取り　・　　　　　）

　　・行わない

  抜取り部の補修方法　※図示　・（　　　）

　抜取り個数　

　　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・（　　　）

　・エポキシ樹脂モルタル充填工法

　・ポリマーセメントモルタル充填工法

・Ｕカットシール材充填工法 　

  充填材料（・シーリング材 　・可とう性エポキシ樹脂 ）

    種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・（　　　）

　　（シーリング材による場合）

　  ポリマーセメントモルタルの充填　・行う 　・行わない

　  エポキシ樹脂モルタルの充填　　　・行う 　・行わない

・シール工法

  充填材料（・パテ状エポキシ樹脂 　・可とう性エポキシ樹脂 ）

（4.1.4）（4.3.4）

（4.3.3）（4.3.9）

（4.2.8）

・充填工法 　

　・ポリマーセメントモルタル充填工法

ひび割れ部改修後の、モルタル撤去部分の補修工法

・モルタル塗替え工法 　

　・既調合材料（　　　　　）

　　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　） 　

　　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

　　　※図示　・ （　　　）

　・エポキシ樹脂モルタル充填工法

　・現場調合材料　※【4.3.10】による。

浮き部改修工法の種類

注入量工法の種類 注入口の箇所数ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/㎡) (箇所/㎡)

一般部 指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

※ 25※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

※ 16 ※ 25 － － ※ 25

※ 50※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメント

　スラリー注入工法

・注入口付アンカーピン

　ニング部分エポキシ

　樹脂注入工法

※ 25※ 9 ※ 16 － －

・注入口付アンカーピン

　樹脂注入工法

　ニング全面エポキシ

※ 16※ 9※ 16※ 9 ※ 25

・注入口付アンカーピン

　ニング全面ポリマーセメ

　ントスラリー注入工法

※ 16※ 9※ 16※ 9 ※ 50

・充填工法 －－ － － －

－－ － － －・モルタル塗替え工法

・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　） ・(　） ・(　）

広がり速度 (cm/s)

長さ変化率（収縮）

耐久性（劣化曲げ強さ）

ポリマーセメントスラリー

3以上

3％ 以下

0.49N/mm2以上引張接着性（材齢28日）

曲げ性能（材齢28日） 4.9N/mm2以上

吸水性（72時間） 15％ 以下

5.0N/mm2以上

保水係数　0.35～0.55

粘調係数　0.50～1.00

　・エポキシ樹脂モルタル充填工法

　・ポリマーセメントモルタル充填工法

　現場調合材料　※【4.3.10】による。

　既調合材料（　　　　　）

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　） 　

充填工法の材料による工法種別

モルタル塗替え工法 　

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

　　※図示　・（　　　） 

検査（ストローク試験）

　・行わない　　・行う

　試験・確認事項

　①使用するｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟの20ｽﾄﾛｰｸの樹脂重量を測定し、その値から

　　1ｽﾄﾛｰｸの樹脂量を決定する。

　③30gあたりの所要ｽﾄﾛｰｸ数を確認する。

　②試験は同一の機器にて3回行い、その平均値を求める。

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径外径6mm程度

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工

　　をしたもの。

アンカーピンの材質等

・アンカーピンニング注入工法用のアンカーピン

・注入口付アンカーピンニング注入工法用の注入口付アンカーピン

　・（　　　）

　・（　　　）

(ml/箇所)

改修特記仕様書（３）

ｼﾘｺﾝ

・シーリング再充填工法 　

施工箇所

・（　　　）

シーリング材の種類目地寸法

・（　　　）

　シーリング材の目地寸法及び種類（表3.1.2）

（3.7.2）（表3.7.1）

（3.7.3）（3.7.4）

（3.7.5）

・（　　　）

構造用ｽﾘｯﾄ・（　　　　　　）

・（　　　　　　）打継目地

外壁ｻｯｼ廻り・（　　　　　　）

・（　　　　）30×20 PU-2

・（　　　　）20×10 PU-2

・（　　　　）15×15 MS-2

　Φ75～Φ100 といの径　　　（　　　　　　　　　） 

　SUS金物 ＠1200　※【表3.8.2】による　・（　　　　　　　　）

　 ・（　　　　　　　）　・図示製造所の仕様

原図サイズ　A1　

改特ー03

　・ウレタンゴム系塗膜防水　施工箇所（図示）

　・図示　　・（外壁、軒裏）

・コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはが

　れ及びはく落部を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材

　との適合性を確認する。

・報告書を作成し、監督員と協議のうえ補修箇所、数量及び工法を

　決定する。

外
壁
改
修
工
事

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



10-15MPa程度

4-4

          ・ 既存タイル撤去面

検査（引張試験）

　・行わない　　・行う

　試験・確認事項

　①注入後7日以上経ってから、ﾓﾙﾀﾙ約40mm角または内径48mmφに

　②引張試験強度はｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法の場合、0.6N/mm2以上、ﾋﾟﾝ

　　併用樹脂注入工法の場合は、1.2N/mm2以上であることを確認す

　　る。

　③引張強度試験終了後、ｺﾝｸﾘｰﾄ破壊、ﾓﾙﾀﾙ破壊のいずれかである

　　ことを確認する。

　　その面に引張り治具（ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ）を接着し、接着力試験機によ

　　る引張試験を行う。

　　躯体（ｺﾝｸﾘｰﾄ）に達するまでｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰまたはｺｱｶｯﾀｰで切断し、

4-3 1　ひび割れ部改修工法

撤去範囲　※ 下地モルタルまで　・ 張付けモルタルまで

外壁タイルの撤去面　・ 外壁タイル張り全面　・ 図示の範囲

改修箇所　※ 既存タイル張り面

　　　　　（・ コンクリート面　・ モルタル面）

　　　　　・ タイルのみ

・樹脂注入工法

注入量：多少樹脂が残った状態

　　　：隣のパイプから樹脂が出た状態

ひび割れ部の改修工法

※自動式低圧エポキ 0.2以上～1.0以下

工法の種類 ひび割れ幅

(mm)

注入口間隔

(mm)

注入量

（ml/m）

※ 200～ 300  ・130

　シ樹脂注入工法

0.2以上～0.3未満 ・50～100 ・40

0.5以上～1.0以下 ・150～250

0.3以上～0.5未満 ・100～200

・130

・70

　樹脂注入工法

・機械式エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

　ひび割れ部の注入状況の確認方法

　　・行わない

(コアの抜き取りによる場合）

　　・行う　（※コアの抜き取り　・（　　　））

　抜取り個数

　　※長さ500mごと及びその端数につき1個　　・（　　　） 　　

  抜取り部の補修方法　※図示　・（　　　　） 

　　接着剤の種類 　

　　・ポリマーセメントモルタル 　

　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

2　欠損部改修工法 ・タイル部分張替え工法

　色　・標準　・特注

　役物　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　耐滑り性　・有　・無

　施工箇所（　　　　）　形状、寸法（　　　　　）

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　タイルの形状、寸法等（

　うわぐすり　・施ゆう　・無ゆう　

　　　　　　　・行わない（耐候性、耐汚染性は【4.4.5】による）

　　目地詰め　・行う

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

　　　※ポリウレタン系　・ （　　　）

　　伸縮調整目地その他の目地

　　　※変成シリコーン系　・（　　　）

（4.4.2）

（4.4.6）

（4.2.5）

（4.4.5）

（4.4.7）

（4.4.5）

・タイル張替え工法

　・ポリマーセメントモルタル 　

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　接着剤の種類 　

　目地詰め　・行う

　　　　　　・行わない（耐候性、耐汚染性は【4.4.5】による）

（4.1.4）

（4.4.5）

　タイル張りの種類及び工法 　　

　・外装タイル

　　（・マスク張り　・モザイクタイル張り） 　 

　コンクリート素地面の下地の処理方法（　　　）　　

　　（・密着張り　・改良圧着張り ）　

　・ユニットタイル

・セメントモルタルによるタイル張り 

　タイル張りの種類及び工法 　　

　・外装タイル　・ユニットタイル

　　（※外装タイル接着剤張り工法　）

　コンクリート素地面の下地の処理方法（　　　）　　

　目地詰め　・行う

　　　　　　・行わない（【4.4.8】による）

・有機系接着剤によるタイル張り 

　色　・標準　・特注

　役物　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　耐滑り性　・有　・無

　施工箇所（　　　　）　形状、寸法（　　　　　）

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　タイルの形状、寸法等（

　試験張り　・行う　・行わない 

　見本焼き　・行う　・行わない 

　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整塗材塗り

　の接着力試験　・行う  　・行わない

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

　　　※ポリウレタン系　・ （　　　）

　　伸縮調整目地その他の目地

　　　※変成シリコーン系　・（　　　）

　うわぐすり　・施ゆう　・無ゆう　

　　位置　※【表4.4.2】による　・（　　　） 　

注入量工法の種類 注入口の箇所数ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/㎡) (箇所/㎡)

一般部 指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

※ 25※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

※ 16 ※ 25 － － ※ 25

※ 50※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメント

　スラリー注入工法

・注入口付アンカーピン

　ニング部分エポキシ

　樹脂注入工法

※ 25※ 9 ※ 16 － －

・注入口付アンカーピン

　樹脂注入工法

　ニング全面エポキシ

※ 16※ 9※ 16※ 9 ※ 25

・注入口付アンカーピン

　ニング全面ポリマーセメ

　ントスラリー注入工法

※ 16※ 9※ 16※ 9 ※ 50

3　浮き部改修工法

・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　） ・(　）

・(　） ・(　） ・(　）

・(　）

(ml/箇所)

（4.4.8）

（4.4.5）

（4.4.8）

（4.4.8）

（4.4.4）

（4.4.9）

（4.4.10）

（4.4.11）

（4.4.12）

（4.4.13）

（4.4.14）

アンカーピンの材質等

・アンカーピンニング注入工法用のアンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工

　　をしたもの。

・注入口付アンカーピンニング注入工法用の注入口付アンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径外径6mm程度

　・（　　　）

　・（　　　）

（4.3.5）

・躯体と下地モルタルの間の浮き

（4.4.15）

（4.4.7）

（4.4.8）

（4.1.4）

（4.4.7）

（4.2.2）

（4.1.4）

（4.4.5）

（4.4.8）

（4.4.5）

（4.4.8）

（4.4.8）

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=N.S

　　接着剤の種類 　

　　・ポリマーセメントモルタル 　

　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

・タイル部分張替え工法

・注入口付アンカーピン

　ニングエポキシ樹脂

　注入タイル固定工法

※ 25－ －

・タイル部分張替え工法 － － － － －

・タイル張替え工法 － － － － －

注入量工法の種類

(ml/箇所)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)

一般部 指定部 一般部 指定部

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/㎡)

・(　） ・(　）

・(　）

・注入口付アンカーピンニング注入工法用の注入口付アンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)とし、呼び径外径6mm程度

　・（　　　）

　色　・標準　・特注

　役物　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　耐滑り性　・有　・無

　施工箇所（　　　　）　形状、寸法（　　　　　）

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　タイルの形状、寸法等（

　うわぐすり　・施ゆう　・無ゆう　

　　　　　　　・行わない（耐候性、耐汚染性は【4.4.5】による）

　　目地詰め　・行う

・タイル張替え工法

　接着剤の種類 　

　・ポリマーセメントモルタル 　

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

セメントモルタルによるタイル張り 

　タイル張りの種類及び工法 　　

　・外装タイル

　　（・マスク張り　・モザイクタイル張り） 　 

有機系接着剤によるタイル張り 

　コンクリート素地面の下地の処理方法（　　　）　　

　　（・密着張り　・改良圧着張り ）　

　・ユニットタイル

　タイル張りの種類及び工法 　　

　・外装タイル　・ユニットタイル

　　（※外装タイル接着剤張り工法　）

　コンクリート素地面の下地の処理方法（　　　）　　

　色　・標準　・特注

　役物　・有　・無

　再生材の適用　・有　・無

　耐凍害性　・有　・無

　耐滑り性　・有　・無

　施工箇所（　　　　）　形状、寸法（　　　　　）

　吸水率による区分　・１類　・２類　・３類

　タイルの形状、寸法等（

　試験張り　・行う　・行わない 

　見本焼き　・行う　・行わない 

　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整塗材塗り

　の接着力試験　・行う  　・行わない

　うわぐすり　・施ゆう　・無ゆう　

　　　　　　・行わない（【4.4.8】による）

　目地詰め　・行う

・タイル陶片の浮き

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

　　　※ポリウレタン系　・ （　　　）

　　伸縮調整目地その他の目地

　　　※変成シリコーン系　・（　　　）

　　位置　※【表4.5.1】による　・（　　　） 　

4　目地改修工法 ・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮調整目地改修工法

　 伸縮調整目地の位置及び寸法　※図示　・（　　　）

(既存塗膜の除去範囲は

(既存塗膜の除去範囲は

・サンダー工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤

工　法 処理範囲 下地面の補修

・ひび割部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

処理面積の30%とする）

既存塗膜の劣化部とする）

　工法

下地処理及び下地調整 ※既存仕上げ面全面

※既存仕上げ面全面

※既存仕上げ面全面

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

1　既存塗膜等の除去、

・ひび割部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

・ひび割部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

・水洗い工法 ※既存仕上げ面全面

・（　　　）

・ひび割部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

（4.4.16）

（4.5.4）

新規仕上塗材の種類 

　・可とう形外装塗材Ｅ　・防水形外装薄塗材Ｅ　・外装薄塗材Ｓ

　・外装薄塗材Ｓｉ　・可とう形外装薄塗材Ｓｉ　・外装薄塗材Ｅ

　仕上塗材の呼び名

　・さざ波状　・平たん状　・凹凸状（・吹付け　・こて塗り） 

　・砂壁状　・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

　仕上げの形状及び工法

防火材料の指定　  ・適用する（呼び名：　　　）　・適用しない

2　工法

　仕上塗材の呼び名

　・外装厚塗材Ｃ　・外装厚塗材Ｓｉ　・外装厚塗材Ｅ

　仕上げの形状

　・吹放し ・凸部処理　・平たん状 ・凹凸状

　・ひき起こし　・掻き落とし  　

　工法（平たん状、凹凸状、ひき起こしの場合）

　・こて塗り　・ローラー塗り

  　外観　※つやあり　・つやなし　・メタリック

　　　　　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

　　樹脂　※アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系

　　溶媒　※水系　・弱溶剤系　・溶剤系

　・外装厚塗材Ｃにセメントスタッコ以外の上塗材を用いる場合

　仕上塗材の呼び名

・複層仕上塗材

　・複層塗材ＣＥ　・複層塗材Ｓｉ　・複層塗材Ｅ

　・複層塗材ＲＥ　・可とう形複層塗材ＣＥ　

　　樹脂　※アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系

　　溶媒　※水系　・弱溶剤系　・溶剤系

  　外観　※つやあり　・つやなし　・メタリック

　　　　　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

　上塗材の種類

　仕上げの形状　・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状　

　・防水形複層塗材ＣＥ　・防水形複層塗材Ｅ　

　・防水形複層塗材ＲＥ

・厚付け仕上塗材

　　上塗材の種類

　　耐候性（　　　）

　　耐候性（　　　）

　仕上塗材の呼び名

・可とう形改修用仕上塗材

　・可とう形改修塗材Ｅ　・可とう形改修塗材ＲＥ　

　・可とう形改修塗材ＣＥ

　仕上げの形状

　・平たん状 ・さざ波状　・ゆず肌状

（4.5.2）

（表4.5.1）

（4.5.2）

（表4.5.1）

（4.5.2）

（表4.5.1）

（4.5.2）

（4.5.2）

（表4.5.1）

施工箇所（　　　）

施工箇所（　　　）

下地調整材の種類、工法

　※Ｃ－２（メーカー仕様による）種類

改修特記仕様書（４）

原図サイズ　A1　

改特ー04

　・ポリマーセメントモルタル

工法 　※こて塗り　

　・ローラー塗り

　※Ｃ－１（メーカー仕様による）

・薄付け仕上塗材　施工箇所（図示）

施工箇所（図示）

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事
　
仕
上
塗
材
仕
上
げ
外
壁
等

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



　　（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ
・9.5（準不燃）

17 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

（ＪＩＳ等の材料規格において放散量が規定されている場合）

  ※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　）

防火材料の指定　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

　　　　　　　　・図示による

塗
装
改
修
工
事

下地調整2 下地調整の種別

　施工箇所　下地調整の種別　下地面の種類

・木部 ・（　　　）・RA種　・RB種　・RC種　

・木部（不透明塗料塗り） ・（　　　）

・鉄鋼面 ・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

・（　　　）・亜鉛めっき鋼面 ・RA種　※RB種　・RC種　

・（　　　）

（無塗装既存亜鉛めっき

・亜鉛めっき鋼面

　鋼面に塗装を行う場合）

・モルタル、プラスター面 ・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

　ＡＬＣパネル面

・コンクリート面(DP以外) ・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

・コンクリート面(DP)、

　押出成形セメント板面

・（　　　）・RA種　・RB種　・RC種　

・せっこうボード面及び

　その他ボード面

・（　　　）・RA種　※RB種　・RC種　

　※劣化部分は除去、活膜部分は残す　・図示　・（　　　）

既存塗膜の除去範囲（【表7.2.1】～【表7.2.7】までのRB種の場合）

（7.1.3）

（7.2.1）

（7.2.2）（表7.2.1）

（7.2.3）（表7.2.2）

（7.2.4）（表7.2.3）

（7.2.5）（表7.2.4）

（7.2.6）（表7.2.5）

（表7.2.6）

（7.2.7）（表7.2.7）

（7.2.1）

4　錆止め塗料塗り

・RA種　※RB種　・RC種　

　　　　　RA種　

5　塗装

（表7.4.1）

（表7.4.2）

（7.4.3）

（表7.4.3）

（表7.4.4）

（表7.4.5）

（表7.4.6）

（7.5.2）

（7.4.2）

（表7.5.1）

（7.5.3）

（表7.5.2）

（7.5.4）

（表7.5.3）

（7.6.2）

（表7.6.1）

（7.7.2）

（表7.7.1）

（7.8.2）

（表7.8.1）

（7.8.3）

（表7.8.2）

（7.8.4）

（表7.8.3）

下地面等

※A種　・B種不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合
木部

種別

・A種　・B種

モルタル面及びプラスター面

※A種　・B種せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及び

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

継目処理工法

継目処理工法以外

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈﾙ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面及びDP塗り下地ｺﾝｸﾘｰﾄ面

※B種（DP塗の場合）

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

3　素地ごしらえ

・A種　※B種

・A種　・B種　※C種

・A種　※B種

・A種　※B種

・A種　・B種

・A種　※B種

（7.3.2～7.3.7）

内部塗装下地調整材C-1については、エスケー化研(株)の 

ミラクファンドKC-1000同等品とする

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=N.S

（2・3回目）

鉄鋼面

※C種（1回目）

※D種

見え掛り

見え隠れ

見え掛り

見え隠れ

※A種　・B種　・C種

※C種　・A種　・B種

※C種　・A種　・B種

※B種　・A種　・C種

下地面等

※A種SOP塗り

（2・3回目）

※C種（1回目）

※D種

RC種

RB種
※E種

　― ※A種　・B種　・C種

・A種　・B種　・C種RA種

・A種　・B種　・C種

見え掛り

見え隠れ

見え掛り

見え隠れ

※A種　・B種　・C種

※C種　・A種　・B種

※C種　・A種　・B種

※B種　・A種　・C種
※B種　・A種EP-G塗り

DP塗り

亜鉛めっき鋼面

下地面等

SOP塗り

新規

塗替

新規

塗替

塗替

新規

塗替 　　　―

新規
　鋼製建具等

　鋼製建具以外

※A種　・B種　・C種

・A種　※B種　・C種

・A種　・B種　※C種

塗料

　・B種

　※A種

塗替 　　　―

新規
　鋼製建具等

　鋼製建具以外

　　　　B種

　　　　A種

鋼製建具等

鋼製建具以外
新規

塗替 　　　―

EP-G塗り

　B種

　C種

※A種　・B種　・C種

・A種　※B種　・C種

・A種　・B種　※C種

DP塗り

塗料工程

工程

　　※表7.4.6による

　※A種　・B種　・C種

・合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）

工程塗装面の種類

・亜鉛めっき面

・木部屋外

・木部屋内

・鉄鋼面

　塗替え

　新規

　塗替え

　新規

　塗替え

　新規

　塗替え

　新規

（鋼製建具）

　塗替え

工程の種別

塗替え 新規

塗装面の種類

木部

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

工程２の適用（A種の場合）　・適用する　・適用しない

塗料の種類（A種の場合）　（　　　）

工程の種別

塗替え 新規

塗装面の種類

コンクリート面

モルタル面

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(ＮＡＤ) 

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

・耐候性塗料塗り（ＤＰ）

・鉄鋼面

上塗り塗料

の等級

・（　　　）

・亜鉛めっき面 ・（　　　）

・コンクリート及び押出

　成形セメント板面

・（　　）

(鋼製建具以外)

　塗料

　※1種

　・2種　・A種　※B種　・C種

　・A種　※B種　・C種

　・A種　※B種　・C種

　・A種　・B種

　・A種　※B種　・C種

　・A種　※B種　・C種

　※A種　・B種　・C種

　・A種　※B種　・C種

　※1種

　・2種

　※1種

　・2種

　・2種

　※1種

　　　表7.8.1による

　　　表7.8.1による

※B種　

・A種

※B種　

・A種

※B種　

・A種

※B種　

・A種

・A-1種 

・B-1種

・C-1種

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

・（　　）

・つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰーＧ）

・コンクリート面等

・屋内木部

・（　　）・（　　）

・（　　）

・鉄鋼面

・（　　）

・亜鉛めっき鋼面

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

・（　　）

・コンクリート面等

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

しみ止めの適用（塗替えの場合）　・有　・無

しみ止めの適用（塗替えの場合）　・有　・無

※Ａ種

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

・（　　）

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・（　　）

木部

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

　オイルステイン塗料（　　　）

・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

塗装面の種類 工程の種別

塗替え 新規

木部

※B種 ・A種 

・B種 

※B種 ※A種

※B種
　A種

　A種

※B種 ・A種 

・B種 

着色　・有　　・無

※B種 ※B種

※B種

・A種

※B種

・A種

別図に構造特記仕様書類がある場合、下記の内容は構造特記仕様書類を補完するものとする。8-1

耐
震
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

適用箇所（　　　）

　コンクリートの類別　※Ⅰ類　・Ⅱ類

　・建築基準法第37条第二号の規定に基づき国土交通大臣の認定を

　　受けたコンクリートの適用（　　　）

　コンクリートの気乾単位容積質量による種類

　　※普通コンクリート　・軽量コンクリート

1　種類

2　品質

ｽﾗﾝﾌﾟ

(㎝)

・ 15

※ 18

・ 15

※ 18

・ 15

※ 18

設計基準

強度(Fc)の値

構造体強度

補正値(S)の値

※(表6.3.2)による

※(表6.3.2)による

※(表6.3.2)による

適用箇所

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

コンクリートの強度等

コンクリート表面の仕上り状態

・ A種

・ B種

・ C種

種別 適用箇所

種別 適用箇所

・ a種

・ b種

・ c種

　・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）

　・（　　　）

・合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・コンクリートの仕上りの平たんさ

　・（　　　）

（7.9.2）

（表7.9.1）

（7.9.3）

（表7.9.2）

（7.9.4）

（表7.9.3）

（7.9.5）

（表7.9.4）

（7.10.2）

（表7.10.1）

（7.11.2）

（表7.11.1）

（7.12.2）

（7.13.2）

（表7.13.1）

（8.1.3）

（表8.1.1）

（8.1.4）

（表8.1.1）

（表8.1.2）

（8.2.5）

（表8.2.4）

（8.1.4）

（表8.1.4）

（表8.1.5）

改修特記仕様書（５）

図示

1級

原図サイズ　Ａ１　

改特ー05

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

　を行う

改修範囲

　・図示による

　・図示による

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※既存のまま　・ 図示

　※壁面から両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げ

他の部位との取合い等1 既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の

（6.1.3）
内
装
改
修
工
事

6

・既存の床の撤去

　・ビニル床シート等の除去

　・合成樹脂塗床材の除去

　　　工法　・機械的除去工法　・目荒し工法

　　　・下地モルタル共（・図示　・除去範囲全て）

　　　※仕上げ材のみ（接着剤共）

既存床、壁及び天井の

・既存壁の撤去

　・既存のコンクリート間仕切壁等の撤去

　　　間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修方法

改修後の床の清掃範囲　　※改修箇所の室内　・（　　　　）

　・床タイルの撤去

　・床組の撤去

撤去及び下地補修

　　  ・（　　　）

　・既存の木製、軽量鉄骨間仕切壁等の撤去

　・既存の壁下地材、下地張りボード等を残し既存の仕上材を撤去

　・既存のモルタル、タイル、布地、壁紙等を撤去

・既存天井の撤去

　・下地材、下地張りボード等を残し、仕上材を撤去する

　・下地材を含めて撤去する

　　　 （塗り厚25mmを超える場合の補修　・行う　・行わない） 

　・フローリング張り床材の撤去

　　  ※【4.3.10】によるモルタル塗り

（6.2.2）

（6.3.2）

2

その他のボード張り

10 せっこうボード

（6.13.2）

（表6.13.1）

種類 厚さ(mm)、規格等

内
装
改
修
工
事
　
仕
上
等

6-3

6-2

内
装
改
修
工
事
　
軽
量
鉄
骨
天
井
下
地

　・使用する　・使用しない

　既存吊りボルトの引張り試験（使用する場合）

（6.6.4） 吊りボルト受け等の既存の埋込みインサート

　　確認強度　※400N程度(吊ボルト受け等間隔900mm程度かつ

　　　　　　　　天井面構成部材等単位面積当たりの質量が

　　　　　　　　20㎏/㎡以内の天井の場合）

　　　　　　　・（　　　）

　・使用する　・使用しない

　あと施工アンカーの引張り試験（使用する場合）

　　確認箇所数　※当該階において3箇所(屋内の場合）

　　　　　　　　・（　　　）　　

吊りボルト受け等のあと施工アンカー

※行う　・行わない

　　確認箇所数　※当該階において3箇所(屋内の場合）

　　　　　・（　　　）　　

　　確認強度　※400N程度(吊ボルト受け等間隔900mm程度かつ

　　　　　　　　天井面構成部材等単位面積当たりの質量が

　　　　　　　　20㎏/㎡以内の天井の場合）

　　　　　　　・（　　　）

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　補強方法　・図示　・（　　　）

屋外の軒天井、ピロティ天井等の補強

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

　補強方法　※図示　・（　　　）

　補強材の設置方法　・図示　・（　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 　

 ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力

　（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法） 

　　・適用しない 

※行う　・行わない

2 軽量鉄骨壁下地

　・50形　・65形　・90形　・100形　・（　　　）

　※図示　・（　　　）　　

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

スタッド、ランナー等の種類 

出入口及びこれに準ずる開口部の補強方法

　※【表6.7.1】によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

　※【6.7.4(5)(ア)～(ウ)】による　・図示

（6.7.3）

（表6.7.1）

（6.7.4）

（ＭＤＦ及びパーティクルボードの場合）

（合板の場合）

ホルムアルデヒド放散量　※下記①～④を満たす材料を使用する。

　②非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板、天然木化粧合板）

　　しない塗料使用（天然木化粧合板に限る。）

　③非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　④非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　しない材料使用（特殊加工化粧合板に限る。）

　①Ｆ☆☆☆☆

・（　　　　）

（接着剤の場合）

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　　）

ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・（　　　　）

天井ボードの重ね張り　・行う　・行わない

ボード類、合板等の張付け工法

　合板類の張付け種別　※Ｂ種　・Ａ種

（6.13.3）

（表6.13.3）

遮音材

　・適用する（　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg厚50mm　）

　・適用しない

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



クリソタイル

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=N.S

原図サイズ　Ａ１　

設置位置の寸法許容差　（　　　）

防錆処置　（　　　）

割裂補強筋の仕様　・スパイラル筋　・はしご筋　・（　　　）

減衰材設置後の仕上げ　（　　　）

・（　　　）

数量

・（　　　　）

検査項目

設置完了時の検査の項目及び数量

8-5

耐
震
改
修
工
事
　
土
工
事
及
び
地
業
工
事

1 土工事

　　範囲（　　　　）

　　方法（　　　　）

　・撤去範囲及び撤去方法（既存杭の一部を撤去する場合）

　既存杭の健全性を確認する試験の適用　・有　・無

　既存杭の補強の適用　・有　方法（　　　）　・無

　既存杭の杭頭部等の処理の適用　・有　・無

埋戻し及び盛土の種別　

・Ｄ種　適用場所（　　　）

・材料（　　　）工法（　　　）　適用場所（　　　）

・Ａ種　適用場所（　　　）　

・Ｂ種　適用場所（　　　）　

・Ｃ種　適用場所（　　　）

（Ｃ種の場合）土質（　　　）受渡場所（　　　）　

　※指定処分　現場説明書(3-(5))による　・場内処理（図示）

・建設発生土の処理

・既存杭の撤去等

・試験杭

　位置　・図示　・（　　　）

　本数（　　　）　寸法　（　　　）

　施工方法（　　　　）

載荷試験

　・杭の載荷試験　方法（・鉛直載荷試験　・水平載荷試験）

　試験杭の位置　・図示　・（　　　）　

　本数（　　　　）　載荷荷重（　　　）

　報告書の記載事項

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

　試験位置　・図示　・（　　　　）

　載荷荷重　・（　　　　）

　・地盤の載荷試験　（※平板載荷試験）

　報告書の記載事項

・（　　　　）

2 杭地業 杭地業の工法　（　　　　　）

　支持層の位置　・図示　・（　　　）

　土質　・図示　・（　　　）

　杭の根入れ長さ　・図示　・（　　　）

　水平方向の位置ずれの精度　・図示　・（　　　）

　杭の継手を溶接とする場合の技能資格者の技量

　杭の寸法　・図示　・（　　　　　）

　・（　　　　）の試験に基づく能力を有する

　技量の確認試験　・有　・無

　杭頭処理の適用　・有　・無

本杭の施工方法（　　　）

（8.27.6）

（8.27.8）

（8.27.9）

（8.28.2）

（8.28.3）

（表8.28.1）

（8.28.3）

（8.28.4）

（8.28.4）

3 砂利、砂、捨コンク

リート地業等

※60

※60

※50

範囲

範囲

範囲

厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

厚さ及び範囲

厚さ及び範囲

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

・砂利地業

・砂地業

・捨コンクリート地業

（8.28.4）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　※図示　・（　　　）9 1　石綿含有建材

石綿含有建材の調査

　石綿含有建材の事前調査 　・行う　　・行わない【9.1.1】

　調査方法　

　よりアスベストを含有している吹付け材、成形板、

　建築材料等の使用の有無について調査し、調査結果

　を発注者に書面で説明する。

石綿含有の有無

　石綿含有保温材等(ﾚﾍﾞﾙ2　届出対象特定工事) ・有　・無

　石綿含有仕上げ塗材等　　　　　・有　　・無

材料名 飛散性 石綿の種類 含有率

分析による石綿含有建材の調査の適用　・有　・無

分析対象

　アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

　アンソフィライト、トレモライト

分析方法

　※ JIS A 1481-2 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」に

　　 よる

材　料　名 定性分析 定量分析

・箇所数(　　　　　） ・箇所数(　　　　　）

・箇所数(　　　　　） ・箇所数(　　　　　）

サンプル数　１箇所あたり３サンプル（10cm3/箇所、100cm2/箇所）

採取箇所　・図示　・（　　　）

石綿粉じん濃度測定

　・ 行う　　　・ 行わない

（隔離ｼｰﾄ

適用

測定 1 処理作業室内

測定場所

 ・

測定名称

測定 2

測定点

・2点　・3点

 ・

測定時期

処理作業前

石綿粉じん濃度測定の測定時期、場所及び測定点

施工区画周辺

敷地境界

測定 3 処理作業室内 2点 ・ 処理作業中

（試験作業時

　及び

　本作業時 ）

・4方向各1点

測定 4 1点 ・ ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

測定 5 集じん・廃棄装置

排出口（処理作業

室外の場合）

測定 7

測定 6

1点

処理作業室内

・4方向各1点

 ・

 ・

 ・ 処理作業後

　撤去前）

・1点（足場内）

測定 8 ・4方向各1点 ・

敷地境界

敷地境界

施工区画周辺

施工区画周辺

※測定点の位置は、監督員との協議による

※処理作業が１週間以上続く場合には、各週で測定を行うこと。

※施工区画周辺については、以下のとおりとする。

　作業室面積が50㎡未満の時は、2点とする。

　作業室面積が300㎡未満の時は、3点とする。

１週に１回

・2点（各階毎）

・2点（各階毎）

（隔離ｼｰﾄ

処理作業後

　撤去後）

【9.1.4】

【9.1.5】

【9.1.3】

【9.1.6】

1-5　除去作業者

1-6　除去作業

測定方法

測定3

・5

・1 

・25

(min)

試料の吸引時間

(l/min)

試料の吸引流量

(mm)

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀ直径 ・25

・5

・120

測定1,4,7 測定2,6,8

施工区画

周辺

敷地境界

(建物周辺)

・47

・10

・240

測定5

測定機関

　作業環境測定機関（厚生労働大臣又は都道府県労働局長の登録

　を受けた機関）若しくは環境計量機関又はこれと同等以上の技

　術を有する者・機関

特定建築材料(ﾚﾍﾞﾙ1、ﾚﾍﾞﾙ2、ﾚﾍﾞﾙ3及び石綿含有仕上塗材)の

除去にあたり、作業開始前に特定建築材料作業計画書を提出し、

発注者の承諾を受けること。

除去工事共通事項

　特定建築材料の除去にあたり、石綿障害予防規則第19条に

　基づき、石綿作業主任者の選任を行うものとする。

　なお、石綿作業主任者は、石綿作業主任者技能講習修了者又は

　平成１８年３月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者と

　する。

　特別管理産業廃棄物管理責任者の選任

　に関する法律に基づく特別管理産業廃棄物管理責任者の選任を行

　うものとする。

　｢建築物等の解体等の作業を行うに当たっての石綿ばく露防止対策

　の実施内容の掲示について｣（平成17年8月2日　厚生労働省通知

　起案発第0802001号)、｢大気環境中への石綿(アスベスト)の飛散

　防止対策の徹底と実施内容の掲示について｣（平成17年8月19日

　厚生労働省通知起案発第050809002号)に基づき、実施内容を見

　やすい場所に掲示すること。

　 管理責任者

1-1　作業計画書の提出

1-2　石綿作業主任者

1-3　特別管理産業廃棄物

1-4　表示及び掲示

報告書　　１部作成

　除去工法　※【9.1.3(2)(ｱ)(a)～(d)】による

　・（　　　　）

　除去対象範囲　・図示　・（　　　）

  除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止　※湿潤化　・固形化

　除去した石綿含有吹付け材等の処分方法

　・埋立処分（管理型最終処分場の一定の場所)　　　

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理） 

　除去工法　・破砕して除去する　・原形のまま、手ばらし

　除去対象範囲　・図示　・（　　　）

  除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止　※湿潤化　・固形化

　除去した石綿含有保温材の処分

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理） 

  除去対象範囲　・図示　　・（　　　） 

・石綿含有吹付け材の除去(ﾚﾍﾞﾙ1)

・石綿含有保温材の除去 (ﾚﾍﾞﾙ2) 　　　

・石綿含有成形板の除去 (ﾚﾍﾞﾙ3)　　　

　除去した石綿含有成形板の処分 　

　　・石綿含有せっこうボード 　　　　

　　 　 ※埋立処分(管理型最終処分場の一定の場所) 　　

　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　・埋立処分（安定型最終処分場の一定の場所)　　　

　    ・中間処理（溶融施設） 　　

　 原則、原形のまま撤去すること。但し、撤去することが困難な

   場合は飛散防止抑制剤等を用いて飛散防止処置を行うこと。

・石綿含有仕上げ塗材の除去 　　　

1  アスベスト含有仕上塗材が使用されている部位

2  含有されているアスベストの種類および含有量

3  アスベスト含有仕上塗材への「カッター入れ」や「穿孔」の

　作業を行う際、大気汚染防止法施行規則別表第七第一の項下欄

　イ～チの事項を遵守するか、それらと「同等以上の効果を有す

　る措置（※1）」を講ずること

　・集じん装置併用手工具ケレン工法

　・集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下）

　・集じん装置付き超高圧水洗工法

　・超音波ケレン工法

　・剥離材併用手工具ケレン工法

　・剥離材併用超高圧水洗工法

　・剥離材併用超音波ケレン工法

　・集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

　上記で選択した工法については工法を限定するものではない。

4  上記の工法で集じん装置を用いる場合、専用のＨＥＰＡフィル

　ターを内臓した集じん装置を用い、且つ敷地内にフィルター交

　換を行うための施設(※2)を設けること。

5  廃棄するアスベスト含有仕上塗材を一時保管する施設(※2)を

　敷地内に設けること。また、保管場所には石綿含有仕上塗材が

　保管されている旨を掲示すること。

 （※2）：上記４と５で設ける施設は兼用とすることができる

 （※2）：施設の構造は単管及びビニルシート等で構成し、一定

　　　　　の気密性を保つものとする

6　除去したアスベスト含有仕上塗材等の処分

　　・埋立処分(安定型最終処分場の一定の場所)　　　

　　・中間処理（溶融施設） 

1　作業員は就業時に石綿障害予防規則第27条に基づく教育を受け

　 たものとする。

2　作業員の健康診断

　　石綿障害予防規則(以下、石綿則という。）基づく特殊健康診断

　（6ヶ月以内に１回定期に受診）とじん肺法に基づくじん肺健康診

　常がない者とする。

　断(３年以内に１回）を受診した者とし、診断の結果、肺機能に異

 (※1)「同等以上の効果を有する措置」は下記の何れかの工法とする

　　・埋立処分（安定型最終処分場の一定の場所)　　　

7　室内アスベスト除去作業時の養生

　　剥離場所をLGSや木下地等を用いて作業場所を区画養生を行った

　　状態で作業を行うこと。養生にはポリシートを用いること。

　貸与資料（アスベスト分析結果報告書） 

仕上塗材

仕上塗材

外壁

軒裏

　無

　無 クリソタイル

0.5%

0.6%

・2点（足場内）

 　（　外壁・軒裏　）

 　（　クリソタイル　0.5％～0.6％　　　　　　　　　）

改修特記仕様書（６） 改特ー06

　調査範囲　・図示　・（改修範囲）

・2点（足場内）

　石綿含有吹付材除去工事(ﾚﾍﾞﾙ1　届出対象特定工事) ・有　・無

除去修繕共通事項

　特別管理産業廃棄物の除去修繕にあたり、廃棄物の処理及び清掃

・修繕着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等に

環
境
配
慮
改
修
工
事

の除去工事

　石綿含有成形板除去工事(ﾚﾍﾞﾙ3) 　　　・有　・無
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

門

Ｎ

A棟

B棟

倉庫

屋内運動場 プ－ル

城山
こどもセンター

【市立川尻小学校】

市立川尻小学校　配置図　S=1:500

市立川尻小学校　案内図　S=N.S

：対象工事範囲を示す

凡例

県道48号（鍛冶谷相模原）

▽道路境界線

4
,
6
8

▽
道
路
境
界
線

▽道路境界線

▽
隣

地
境

界
線

▽
隣

地
境

界
線

▽隣地境界線

▽隣地境界線

▽
隣

地
境

界
線

Ｎ

S=1:500
S=N.S

1
2
,
6
4

▽道路境界線

有効

4.500

外部仕上表

外壁

軒裏

屋上

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

ﾓﾙﾀﾙ下地 ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付  【既存のまま】

ﾓﾙﾀﾙ下地 ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付  【既存のまま】

改修前

案内図・配置図・外部仕上表

原図サイズ　A1　

平場：塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水t2.0 撤去 （仮防水を行う）

（仮防水を行う）立上り：塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水t2.0 撤去

相模原市緑区久保沢２ー２２ー２

平場：水洗い（15MPa）、ポリマーセメントモルタルにて水勾配調整の上、

竪樋・呼樋

鉄鋼面

改修前

改修後

改修後

改修前 OP塗装 【既存のまま】

硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙﾊﾟｲﾌﾟ φ75、100 VP 

硬質塩化ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ　φ75、100 VP 

水洗い（15MPa）の上、DP塗替 【新設】

立上り：

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)

機械固定工法（S-M2）【新設】

Aー01

機械固定工法（S-M2）【新設】

水洗い（15MPa）、下地調整材(C-2)の上、防水形複層塗材E　凹凸状【新設】

水洗い（15MPa）、下地調整材(C-1)の上、外装薄塗材E【新設】

（SUS支持金物共）

（支持金物共）【撤去】

【新設】

水洗い（15MPa）、カチオン系モルタルにて下地調整の上、
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100

上
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庇
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7
,
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7
6
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2
4
0
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4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

63,000

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500
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既存　屋上平面図　S=1:100

D.N

川 尻 小屋根：平場　塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水t2.0 撤去

ﾀﾗｯﾌﾟ 既存のまま

ﾀﾗｯﾌﾟ 既存のまま

煙突

A

A

B

C

D

D

E

煙突

E

煙突

E

煙突

E

煙突

E 煙突

E

F 屋上基礎

ｱ G

屋上基礎
ｲ H

消火補給水槽用基礎

屋上手摺控え壁
I

屋上手摺控え壁
I

屋上手摺控え壁
I

9
,
8
2
0

屋根：ｳﾚﾀﾝ防水　既存のまま

既存：　撤去

凡例【既存】

J

J

3,190

2
,
1
8
0

（仮防水を行う）

既存　屋上架台平面図　S=1:100

既存　PH屋上平面図　S=1:100

既存 屋上・PH屋上平面図

鉄骨架台：撤去

（あ）

（い）

（う）

（あ）

（う）

（う）

（う）

（う） （う） （う） （う）

（う）

原図サイズ　A1　

-150×75×5.5：撤去
既存：ｽﾄﾚｰﾅｰのみ撤去

横引きﾄﾞﾚｲﾝ

縦型ﾄﾞﾚｲﾝ

脱気筒

既存：ｽﾄﾚｰﾅｰのみ撤去

　　　立上り　塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水t2.0 撤去（仮防水を行う）

A ～ J 雑詳細図１参照

ｱ ～ ｲ 雑詳細図２参照

Aー02

（う）

室外機取外し

ﾍﾘｻｲﾝ 4000x4000　撤去
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ﾀﾗｯﾌﾟ 下地調整の上、

DP塗装 新設
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相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100
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6
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4
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4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

63,000

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500
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D.N

川 尻 小
煙突

A

屋根：

A

B

C

D

D

E

煙突 煙突

E

煙突

E

煙突

E 煙突

E

F 屋上基礎

ｱ G

屋上基礎
ｲ H

消火補給水槽用基礎

屋上手摺控え壁
I

屋上手摺控え壁
I

改修　屋上平面図　S=1:100

ﾀﾗｯﾌﾟ 下地調整の上、DP塗装 新設

水洗い（15MPa)の上，ｳﾚﾀﾝ防水(X－2)防滑仕様

ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟ 新設

E

9
,
8
2
0

屋上手摺控え壁
I

J

J

改修　PH屋上平面図　S=1:100

改修 屋上・PH屋上平面図

（う）

（あ）

（う）

（あ）

（う） （う）

（あ）

（う） （う）

（あ）

（あ）

（う）

（あ）

（う）

原図サイズ　A1　

室外機再取付

（う）

　　　立上り

屋根：平場　 水洗い（15MPa）、一部下地調整（水勾配）の上、

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱)

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱)機械固定工法（S-M2）　新設

機械固定工法（S-M2）　新設

水勾配下地調整10㎡程度

水勾配下地調整15㎡程度

水勾配下地調整100㎡程度

Aー03

（あ） （あ） （あ） （あ） （あ）

※　（あ）図の脱気筒位置は参考位置であるので、新設時適正位置に設置すること

水洗い（15MPa）、ｶﾁｵﾝ系ﾓﾙﾀﾙ下地調整の上、

凡例【改修】

（あ）

（い）

（う）横引きﾄﾞﾚｲﾝ

縦型ﾄﾞﾚｲﾝ

脱気筒 新設

改修ﾄﾞﾚｲﾝ新設

改修ﾄﾞﾚｲﾝ新設

：ポリマ－セメントモルタルにて水勾配調整を施すこと。

A ～ J 雑詳細図１参照

ｱ ～ ｲ 雑詳細図２参照

ﾍﾘｻｲﾝ4000x4000　(文字色：ｵﾚﾝｼﾞ色または黄色 背景色：白色) 新設

※機械的固定工法の固定ディスク＋固定ビス取付時のように

　音や振動が発生する作業は原則、土日、祝日、学校休校日等の

　授業時間外に行うものとする。
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　　　立上り　塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水t2.0 撤去（仮防水を行う）
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相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100
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既存　3階屋上平面図　S=1:100

既存　3階屋上平面図　S=1:100

凡例【既存】

X1 X4X3X2

4,500 4,5004,500115

900 13,500 900

X1 X4X3X2

4,500115 4,500 900 3,600

9
0
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7
,
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0
0

6
,
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0
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9
0
0 Y3

Y4

Y5

改修　3階屋上平面図　S=1:100

凡例【改修】

既存・改修 3階屋上平面図

K

L

K

M M

N

（あ）

（い）

（う）

既存：　撤去

横引きﾄﾞﾚｲﾝ

縦型ﾄﾞﾚｲﾝ

脱気筒

既存：ｽﾄﾚｰﾅｰのみ撤去

既存：ｽﾄﾚｰﾅｰのみ撤去

（い）

（い）

（あ）

（あ）

（い）

（い）
（あ）

（い）

（あ）

（あ）

（い）

（あ）

（い）

（う）横引きﾄﾞﾚｲﾝ

縦型ﾄﾞﾚｲﾝ

脱気筒 新設

改修ﾄﾞﾚｲﾝ新設

改修ﾄﾞﾚｲﾝ新設

原図サイズ　A1　

屋根：平場　塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水t2.0（機械固定）既存のまま

屋根：平場　塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水t2.0（機械固定）

　　　立上り　塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ防水t2.0 撤去

既存のまま

（仮防水を行う）

屋根：平場　水洗い（15MPa）の上、

　　　立上り　水洗い（15MPa）カチオン系モルタル下地調整の上、

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱)

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱)機械固定工法（S-M2）　新設

機械固定工法（S-M2）　新設

4,500

X13X12X11

4,500900 900

X13X12X11

4,500 4,500

Y3

4
,
4
2
0

改修　3階屋上平面図　S=1:100

L

N

（い）

（い）

（あ）

4
,
0
2
0

4
0
0

Y3

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱)

　　　立上り　水洗い（15MPa）カチオン系モルタル下地調整の上、

機械固定工法（S-M2）　新設

機械固定工法（S-M2）　新設

屋根：平場　水洗い（15MPa）の上、

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱)

Aー04

9
0
0

9
0
0
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相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100

Y1

1
,
3
5
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,5004,500

63,000

X1 X15X14X13X12X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2

Y1

4,500

1
,
3
5
0

ﾊﾞﾙｺﾆ-

A棟

Y1

1
,
3
5
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,5004,500

X1 X9X8X7X6X5X4X3X2

A棟

ﾊﾞﾙｺﾆ-

4,500

36,000

Y1

1
,
3
5
0

改修　3階ﾊﾞﾙｺﾆ-平面図　S=1:100

改修　2階ﾊﾞﾙｺﾆ-平面図　S=1:100

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床：水洗い（15MPa)の上，ｳﾚﾀﾝ防水(X－2)防滑仕様

ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟ 新設

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床：水洗い（15MPa)の上，ｳﾚﾀﾝ防水(X－2)防滑仕様

ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟ 新設

 下地調整の上、DP塗装 新設手摺：

 下地調整の上、DP塗装 新設手摺：

 下地調整の上、DP塗装 新設改修：

凡例【改修】

Y1

1
,
3
5
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,5004,500

63,000

X1 X15X14X13X12X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2

Y1

4,500

1
,
3
5
0

ﾊﾞﾙｺﾆ-

A棟

Y1

1
,
3
5
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,5004,500

X1 X9X8X7X6X5X4X3X2

A棟

ﾊﾞﾙｺﾆ-

4,500

36,000

Y1

1
,
3
5
0

既存　3階ﾊﾞﾙｺﾆ-平面図　S=1:100

既存　2階ﾊﾞﾙｺﾆ-平面図　S=1:100

既存・改修 2・3階ﾊﾞﾙｺﾆ-平面図

凡例【既存】

手摺：既存のまま

手摺：既存のまま

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床：

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床：ｳﾚﾀﾝ防水　既存のまま

ｳﾚﾀﾝ防水　既存のまま

（え） 既存のまま

（え） （え） （え） （え） （え）

（え）

（え） （え） （え） （え） （え）

原図サイズ　A1　

中継ﾄﾞﾚｲﾝ

中継ﾄﾞﾚｲﾝ

Aー05

 下地調整の上、DP塗装 新設改修：（お） ﾄﾞﾚｲﾝ

（お） （お） （お） （お） （お） （お） （お） （お）

（お） ﾄﾞﾚｲﾝ 既存のまま

（お） （お） （お） （お） （お） （お） （お） （お）

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



既存 南側立面図　S=1:100

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100

X1 X15X14X13X12X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2
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▼2SL

4,500

290

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

63,000
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▼GL
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▼RSL 1
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0 3
,
0
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0

1
,
5
0
0

▼PHSL

4,500

既存 南側立面図

D D D D D D

D D D D D D D D

既存のままA 外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地

凡例【既存】

ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

E

E

E

F F

打継目地：20×10 撤去

凡例【既存】

撤去構造目地：30×20

（ﾊﾞﾙｺﾆ-手摺壁面記載部は

校舎本体側面を示す）

原図サイズ　A1　

06Aー

既存のままB

C

D 撤去

撤去

鉄部 OP塗

竪樋：VPφ100(飾桝無)

竪樋：VPφ75(飾桝無)

軒裏：ｺﾝｸﾘ-ﾄ下地 ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

E

F 巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ H=450 既存のまま

既存のまま

既存のままG SD扉：鉄部 OP塗

（通気管：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟVP50φ(ｴﾙﾎﾞ防虫網付))

＊ｻｯｼ周り及び皿板部シ－リング：撤去

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100
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D D D D D D D D

A

A

A

A
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A

A

A

E

E

E

改修 南側立面図

改修 南側立面図　S=1:100

A

凡例【改修】

F F

原図サイズ　A1　

想定数量

箇所

箇所

箇所

箇所

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填

㎡

想定数量

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ防錆材 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填

箇所

箇所

箇所

箇所

穴

穴

ｍ W＝0.2mm以上 Ｕｶｯﾄｼｰﾘﾝｸﾞ材充填工法 樹脂ﾓﾙﾀﾙ仕上げ

ﾋﾟﾝ無し

改修内容

塗膜剥離補修

欠損補修 50×50×30

欠損補修 100×100×30

欠損補修 200×200×30

欠損補修 100×500×30

クラック補修

改修内容

ﾓﾙﾀﾙ浮きｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

ﾓﾙﾀﾙ浮きｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

爆裂欠損補修 50×50×30

爆裂欠損補修 100×100×30

爆裂欠損補修 200×200×30

爆裂欠損補修 100×500×30

改修工法 改修工法

※外壁改修参考数量表（改修範囲全て）

157

561

449

181

51

29

17

115

49

5

6

23

Aー07

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法　φ5　L=50

新設外壁：水洗い(15MPa)、下地調整材(C-2)の上防水形複層塗材E

B

C

D

E 鉄部：

竪樋：VPφ100(SUS支持金物@1200､落下防止ﾊﾞﾝﾄﾞ共)

竪樋：VPφ75(SUS支持金物@1200､落下防止ﾊﾞﾝﾄﾞ共)

F 巾木：ﾌｨﾗ-補修（C-2） H=450

 下地調整の上、DP塗装 

SD扉： 下地調整の上、DP塗装 （扉外部面のみ）G

新設

新設

新設

新設

新設

新設

軒裏：水洗い(15MPa)、下地調整材(C-1)の上、 外装薄塗材E

剥離剤併用手工具ｹﾚﾝ工法(石綿含有仕上塗材)
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（通気管：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟVP50φ(ｴﾙﾎﾞ防虫網付)塗装も含む)

9
0
0 1,710

打継目地：20×10

構造目地：30×20

（ﾊﾞﾙｺﾆ-手摺壁面記載部は

校舎本体側面を示す）

PU-2 新設

新設PU-2

凡例【改修】

※数量及び工法は参考とする。

　また、補修が必要な部分にマーキングを行うこと。

※監督員と協議を行い、補修箇所、数量及び工法を決定すること。

※外壁足場設置後、水洗いの上調査を行い、報告書を作成すること。

　適切に処理を行った上、補修を行うこと。

※外壁にはアスベストが含有しているため、

　サッシ、床の養生（ポリシート0.15ｍｍ、マスカテープ）を行い、

＊ｻｯｼ周り及び皿板部ｼ-ﾘﾝｸﾞ MS-2：新設

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



Aー

既存 東側立面図　S=1:100 既存 西側立面図　S=1:100

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 既存 東・西側立面図

S=1:100
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A
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F F F F

G

G G

既存のままA 外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地

凡例【既存】

ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付打継目地：20×10 撤去

凡例【既存】

原図サイズ　A1　

08

既存のままB

C

D 撤去

撤去

鉄部 OP塗

竪樋：VPφ100(飾桝無)

竪樋：VPφ75(飾桝無)

軒裏：ｺﾝｸﾘ-ﾄ下地 ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

E

F 巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ H=450 既存のまま

既存のまま

既存のままG SD扉：鉄部 OP塗

（通気管：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟVP50φ(ｴﾙﾎﾞ防虫網付))

＊ｻｯｼ周り及び皿板部シ－リング：撤去

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100
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改修 東・西側立面図

改修 東側立面図　S=1:100 改修 西側立面図　S=1:100

F F F F

G

G
G

凡例【改修】

打継目地：20×10

凡例【改修】

PU-2 新設

原図サイズ　A1　

09Aー

A 新設外壁：水洗い(15MPa)、下地調整材(C-2)の上防水形複層塗材E

B

C

D

E 鉄部：

竪樋：VPφ100(SUS支持金物@1200､落下防止ﾊﾞﾝﾄﾞ共)

竪樋：VPφ75(SUS支持金物@1200､落下防止ﾊﾞﾝﾄﾞ共)

F 巾木：ﾌｨﾗ-補修（C-2） H=450

 下地調整の上、DP塗装 

SD扉： 下地調整の上、DP塗装 （扉外部面のみ）G

新設

新設

新設

新設

新設

新設

軒裏：水洗い(15MPa)、下地調整材(C-1)の上、 外装薄塗材E
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（通気管：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟVP50φ(ｴﾙﾎﾞ防虫網付)塗装も含む)
＊ｻｯｼ周り及び皿板部ｼ-ﾘﾝｸﾞ MS-2：新設

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



既存 北側立面図　S=1:100

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100
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既存 北側立面図
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既存のままA 外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地

凡例【既存】

ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付打継目地：20×10 撤去

凡例【既存】

撤去構造目地：30×20

（ﾊﾞﾙｺﾆ-手摺壁面記載部は

校舎本体側面を示す）

E

原図サイズ　A1　

Aー10

既存のままB

C

D 撤去

撤去

鉄部 OP塗

竪樋：VPφ100(飾桝無)

竪樋：VPφ75(飾桝無)

軒裏：ｺﾝｸﾘ-ﾄ下地 ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

E

F 巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ H=450 既存のまま

既存のまま

既存のままG SD扉：鉄部 OP塗

（通気管：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟVP50φ(ｴﾙﾎﾞ防虫網付))

＊ｻｯｼ周り及び皿板部シ－リング：撤去

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



1,700

1,700

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100

改修 北側立面図
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改修 北側立面図　S=1:100

F F F

C

凡例【改修】

打継目地：20×10

構造目地：30×20

（ﾊﾞﾙｺﾆ-手摺壁面記載部は

校舎本体側面を示す）

PU-2 新設

新設PU-2

凡例【改修】

E

原図サイズ　A1　

11Aー

新設外壁：水洗い(15MPa)、下地調整材(C-2)の上防水形複層塗材EA

新設B 軒裏：水洗い(15MPa)、下地調整材(C-1)の上、 外装薄塗材E

新設竪樋：VPφ100(SUS支持金物@1200､落下防止ﾊﾞﾝﾄﾞ共)C

竪樋：VPφ75(SUS支持金物@1200､落下防止ﾊﾞﾝﾄﾞ共) 新設D

新設鉄部：E  下地調整の上、DP塗装 

SD扉： 下地調整の上、DP塗装 （扉外部面のみ）

巾木： 新設ﾌｨﾗ-補修（C-2） H=450F

新設G
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（通気管：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟVP50φ(ｴﾙﾎﾞ防虫網付)塗装も含む)
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＊ｻｯｼ周り及び皿板部ｼ-ﾘﾝｸﾞ MS-2：新設

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:100

凡例【改修】
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改修 X3通り東側立面図　S=1:100
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改修 X13西側立面図　S=1:100既存 X3通り東側立面図　S=1:100 既存 X13西側立面図　S=1:100

既存のままA 外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地

凡例【既存】

ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

既存・改修 X3通り東側立面図　
既存・改修 X13通り西側立面図　

打継目地：20×10 撤去

凡例【既存】

打継目地：20×10

凡例【改修】

新設PU-2

原図サイズ　A1　

Aー 12

新設外壁：水洗い(15MPa)、下地調整材(C-2)の上防水形複層塗材EA

新設B 軒裏：水洗い(15MPa)、下地調整材(C-1)の上、 外装薄塗材E

新設竪樋：VPφ100(SUS支持金物@1200､落下防止ﾊﾞﾝﾄﾞ共)C

竪樋：VPφ75(SUS支持金物@1200､落下防止ﾊﾞﾝﾄﾞ共) 新設D

新設鉄部：E  下地調整の上、DP塗装 

巾木： 新設ﾌｨﾗ-補修（C-2） H=450F

既存のままB

C

D

E

撤去

撤去

既存のまま

竪樋：VPφ100(飾桝無)

竪樋：VPφ75(飾桝無)

軒裏：ｺﾝｸﾘ-ﾄ下地 ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

F 巾木： 既存のままﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ H=450

鉄部 OP塗

（通気管：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟVP50φ(ｴﾙﾎﾞ防虫網付)) （通気管：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟVP50φ(ｴﾙﾎﾞ防虫網付)塗装も含む)
＊ｻｯｼ周り及び皿板部シ－リング：撤去 ＊ｻｯｼ周り及びｼ-ﾘﾝｸﾞ MS-2：新設

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

軒
裏

：
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
-
ﾄ
下

地

1
,
0
0
0

1,0209001008001,020900100800800 100 1,9201,020900100800

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
外

壁
：

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
外

壁
：

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
外

壁
：

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

5
0
0

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
軒

裏
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
-
ﾄ
下

地 1
,
3
5
0

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
軒

裏
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
-
ﾄ
下

地

800 100 1,920

1
,
3
5
0

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
軒

裏
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
-
ﾄ
下

地

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
軒

裏
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
-
ﾄ
下

地

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
外

壁
：

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
柱

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
柱

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
柱

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

150 1,050

150 1,050

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
柱

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
外

壁
：

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
柱

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

ﾊ
ﾞ
ﾙ
ｺ
ﾆ
-

ﾊ
ﾞ
ﾙ
ｺ
ﾆ
-

5503,6003,6003,6003,9001,350

▼
1
S
L

▼
G
L

▼
2
S
L

▼
3
S
L

▼
4
S
L

▼
R
S
L

Y
1

X
1
～

X
9
間

 
矩

計
図

　
S
=
1
:
3
0

Y
1

2
4
0

犬
走

り
床

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
金

鏝

1
,
0
0
0

犬
走

り
床

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
金

鏝

1,1001,500

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
柱

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

1,1001,500

外
壁

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地
ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
柱

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

1,500 1,100

外
壁

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地
ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付
柱

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地

1,500 1,100

外
壁

：
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
下

地
ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾘ
ｼ
ﾝ
吹

付

Y
2

2
.
5
0
0

8
0

1,350 3,900 3,600 3,600 3,600 550

▼
1
S
L

▼
G
L

▼
2
S
L

▼
3
S
L

▼
4
S
L

▼
R
S
L

250 150

250 150

S=1:30

既存　矩計図
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改修　4階天井伏図　S=1:100

化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5 900×900

化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5 450×900

新設

新設

原図サイズ　A1　

Aー15
市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



1
1
0

S=1:10

外壁：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
既存のまま
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,
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外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付 既存のまま

【既存】 【改修】 【既存】

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

A ：PH 防水詳細図 B

S=1:10

雑詳細図1
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外壁：水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2工法） 新設

C D S=1:10：屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ　防水詳細図

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付 既存のまま
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既存のまま
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【改修】
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外壁：

外壁：水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2工法）

塩ﾋﾞ被覆鋼板
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新設

入隅金物L＝50 新設

E

【既存】

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付 既存のまま
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外壁：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
既存のまま

押金物 撤去

1
1
0

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0 

【改修】
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外壁：

外壁：水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2工法）

押金物 新設

塩ﾋﾞ被覆鋼板

1
1
0

新設

入隅金物L＝50 新設

：煙突　防水詳細図 S=1:10
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ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

既存のまま

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

既存のまま

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

既存のまま

平面図 断面図

F ：屋上基礎　防水詳細図 S=1:10

【既存】 【改修】 300
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断面図

水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2工法） 新設

水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2工法） 新設

G ：消火補給水槽用基礎　防水詳細図 S=1:10

【既存】

押金物 撤去

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0 

外壁：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
既存のまま

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

既存のまま

押金物 撤去

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0 

外壁：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付
外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地

既存のまま

既存のまま
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【改修】

200
塩ﾋﾞ被覆鋼板
入隅金物L＝50 新設

新設
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱)
機械固定工法（S-M2）

外壁：

200

押金物 新設

新設

5
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8
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外壁：

外壁：水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水新設
（X-2工法）

塩ﾋﾞ被覆鋼板
入隅金物L＝50 新設

【既存】

押金物 撤去

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0 

外壁：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
既存のまま

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

既存のまま

H ：屋上基礎　防水詳細図 S=1:10
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外壁：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付
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外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地

既存のまま

既存のまま

【改修】
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外壁：水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水新設
（X-2工法）

塩ﾋﾞ被覆鋼板
入隅金物L＝50 新設

215
塩ﾋﾞ被覆鋼板
入隅金物L＝50 新設

新設
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱)
機械固定工法（S-M2）

（X-2工法）

外壁：

215

4
0

3
8
0

4
0

200

外壁：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
既存のまま

押金物 撤去

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0 
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外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

既存のまま

【既存】

I ：屋上手摺控え壁　防水詳細図 S=1:10
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1
1
0

塩ﾋﾞ被覆鋼板
入隅金物L＝50 新設

【改修】

200

外壁：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
既存のまま

押金物 撤去
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0

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0 
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外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付 既存のまま

【既存】

200

塩ﾋﾞ被覆鋼板 入隅金物L＝50 新設
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J ：PH下部　防水詳細図 S=1:10 S=1:10

設計資格者氏名

【既存】

K L

【改修】 【改修】

外壁：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
既存のまま

押金物 撤去

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付 既存のまま
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K

3
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：3階屋上　防水詳細図

L
塩ﾋﾞ被覆鋼板 入隅金物L＝50 新設

原図サイズ　A1　

ｱﾙﾐ笠木　既存のまま ｱﾙﾐ笠木　既存のまま ｱﾙﾐ笠木　既存のまま ｱﾙﾐ笠木　既存のまま

水洗い（15MPa）

CB
:
3
1
0

:
3
8
0

:
4
1
0

D

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)
機械固定工法（S-M2）

水洗い（15MPa） 水洗い（15MPa） 水洗い（15MPa）

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)
機械固定工法（S-M2）

水洗い（15MPa）

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0 
既存のまま 新設

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)
機械固定工法（S-M2）
水洗い（15MPa）

外壁：

外壁：水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2工法）

新設

Aー16

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ+補強ﾒｯｼｭ 新設

押金物 新設

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ+補強ﾒｯｼｭ 新設

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ+補強ﾒｯｼｭ 新設 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ
   +補強ﾒｯｼｭ 新設

水洗いの上
（X-2工法）

外壁： ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 新設

押金物 新設
   +補強ﾒｯｼｭ  新設
ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ+補強ﾒｯｼｭ 新設

押金物 新設

外壁：水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
新設

押金物 新設

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ+補強ﾒｯｼｭ 新設
押金物 新設

水洗い15MPa、下地調整材C-2の上、
防水形複層塗材E（凹凸状）新設

水洗い15MPa、下地調整材C-2の上、
防水形複層塗材E（凹凸状）新設

水洗い15MPa、下地調整材C-2の上、
防水型複層塗材E（凹凸状）新設

水洗い15MPa、下地調整材C-2の上、
防水形複層塗材E（凹凸状）新設

水洗い15MPa、下地調整材の上、
防水形複層塗材E（凹凸状）新設

水洗い15MPa、下地調整材C-2の上、
防水形複層塗材E（凹凸状）新設

水洗い15MPa、下地調整材C-2の上、
防水形複層塗材E（凹凸状）新設

水洗い15MPa、下地調整材C-2の上、
防水形複層塗材E（凹凸状）新設

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0 

撤去の上、仮防水

 撤去の上、仮防水

 撤去の上、仮防水 撤去の上、仮防水

新設
 撤去の上、仮防水 撤去の上、仮防水

撤去の上、仮防水
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0

 撤去の上、仮防水  撤去の上、仮防水

機械固定工法（S-M2）
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設

水勾配下地調整（一部分）機械固定工法（S-M2）
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設

下地調整(ｶﾁｵﾝ系ﾓﾙﾀﾙ)の上、

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設
機械固定工法（S-M2）
水勾配下地調整（一部分）
水洗い（15MPa）

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設
機械固定工法（S-M2）

下地調整(ｶﾁｵﾝ系ﾓﾙﾀﾙ)の上、

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設
機械固定工法（S-M2）

下地調整(ｶﾁｵﾝ系ﾓﾙﾀﾙ)の上、

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設

水洗い（15MPa）
水勾配下地調整（一部分）

機械固定工法（S-M2）

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設

水勾配下地調整（一部分）
水洗い（15MPa）

機械固定工法（S-M2）

外壁：水洗いの上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2工法）

新設

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設

外壁：
防水形複層塗材E（凹凸状）新設
水洗い15MPa、下地調整材C-2の上、

押金物 新設

水洗い(15MPa)、
下地調整(ｶﾁｵﾝ系ﾓﾙﾀﾙ)の上、
機械固定工法（S-M2）
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設
機械固定工法（S-M2）
下地調整(ｶﾁｵﾝ系ﾓﾙﾀﾙ)の上
水洗い(15MPa)、

外壁：水洗い15MPa、下地調整材C-2の上、
防水形複層塗材E（凹凸状）新設

水洗いの上
（X-2工法）

外壁： ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 新設

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ+補強ﾒｯｼｭ 新設

押金物 新設

下地調整(ｶﾁｵﾝ系ﾓﾙﾀﾙ)の上、
水洗い(15MPa)、

機械固定工法（S-M2）
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設

機械固定工法（S-M2）
下地調整(ｶﾁｵﾝ系ﾓﾙﾀﾙ)の上、

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)
新設

水洗い(15MPa)、

水洗い(15MPa)、

水洗い(15MPa)、 水洗い(15MPa)、

市立川尻小学校Ａ棟外壁及び屋上防水修繕



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介 雑詳細図2

【改修】

煙突立上り 詳細図　S=1:20 計：6ｹ所

6
0
0

1
,
0
0
0

1,250

：煙突防水詳細図参照E

3
1
0

1
1
0

3
0

1
,
0
2
0

5
0

1,250

1,250

：煙突防水詳細図参照 ：煙突防水詳細図参照
5
0

1
,
0
2
0

3
0

1
1
0

3
1
0

1,000

600

E E

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

既存のまま

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
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既存のまま
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外壁：水洗い(15MPa)の上、

防水形複層塗材E　新設
外壁：水洗い(15MPa)の上、

防水形複層塗材E　新設
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既存のまま
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ｽﾁ-ﾙﾊﾟﾈﾙ t=2.0 OP

下地調整の上、DP塗装 新設

下地調整の上、DP塗装 新設

L-30×30×3 OP

下地調整の上、DP塗装 新設

ｽﾁ-ﾙﾊﾟﾈﾙ t=2.0 OP

下地調整の上、DP塗装 新設

ｽﾁ-ﾙﾊﾟﾈﾙ t=2.0 OP
下地調整の上、DP塗装

新設

ｱ 消火補給水槽用基礎 詳細図　S=1:20 1ｹ所
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外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
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既存のまま

：煙突防水詳細図参照G
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1,040

平面図

立面図

：煙突防水詳細図参照G

外壁：水洗い(15MPa)の上、

防水形複層塗材E　新設

S=1:20
S=1:50

1,450

ｲ 屋上基礎 詳細図　S=1:50 1ｹ所
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4
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1
0

ﾀﾗｯﾌﾟ 既存のまま

ﾀﾗｯﾌﾟ 既存のまま

煙突　既存のまま

煙突　既存のまま

ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付
既存のまま

屋根：ﾓﾙﾀﾙ下地

ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付
既存のまま

屋根：ﾓﾙﾀﾙ下地

ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付
既存のまま

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地

【既存】

平面図

立面図

【改修】 3,830
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煙突　既存のまま

煙突　既存のまま
平面図

立面図

【改修】

防水形複層塗材E　新設

屋根：水洗い(15MPa)の上、

ﾀﾗｯﾌﾟ：下地調整の上、DP塗装
新設

ﾀﾗｯﾌﾟ：下地調整の上、DP塗装
新設

防水形複層塗材E　新設

屋根：水洗い(15MPa)の上、

防水形複層塗材E　新設

外壁：水洗い(15MPa)の上、

H：屋上基礎防水詳細図参照 H ：屋上基礎防水詳細図参照

防水形複層塗材E　新設

外壁：水洗い(15MPa)の上、

原図サイズ　A1　

ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ　既存のまま

Φ120 ﾊﾟｲﾌﾟ既存のまま　

1,250

Φ120 ﾊﾟｲﾌﾟ既存のまま　

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 下地調整の上、DP塗装 新設

ｽﾁｰﾙﾒｯｼｭ 下地調整の上、
DP塗装　新設

ｽﾁｰﾙﾒｯｼｭ 下地調整の上、
DP塗装　新設

17Aー

1,250
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

屋上手摺控え壁 詳細図　S=1:20
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I ：屋上手摺控え壁防水詳細図参照

I ：屋上手摺控え壁防水詳細図参照

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

既存のまま

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

既存のまま

外壁：ﾓﾙﾀﾙ下地

既存のまま
ｱｸﾘﾙﾀﾞｲﾅﾘｼﾝ吹付

計：3ｹ所

【既存】

平面図

立面図
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I ：屋上手摺控え壁防水詳細図参照

I ：屋上手摺控え壁防水詳細図参照

平面図

立面図

【改修】

外壁：水洗い(15MPa)の上、

防水形複層塗材E　新設

外壁：水洗い(15MPa)の上、

防水形複層塗材E　新設

外壁：水洗い(15MPa)の上、

防水形複層塗材E　新設

200 200 200
200

雑詳細図3

M N ：3階屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ　防水詳細図 S=1:10

【既存】 【改修】

400

押金物 撤去

塩ﾋﾞ被覆鋼板

新設
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱)
機械固定工法（S-M2）

入隅金物L＝50 新設
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Φ40：

蹴
上

：
1
5
0
　

各
共

通

蹴
上

：
1
5
0
　

各
共

通

下地調整の上、DP塗装 新設

柱Φ40：下地調整の上、DP塗装 新設

手摺子Φ12：下地調整の上、DP塗装 新設

階段蹴上,踏面：縞鋼板t=3.2 下地調整の上、DP塗装 新設

Φ40：下地調整の上、DP塗装 新設

手摺子Φ12：下地調整の上、DP塗装 新設

柱Φ40：下地調整の上、DP塗装 新設

階段蹴上,踏面：縞鋼板t=3.2

下地調整の上、DP塗装 新設

柱Φ40：下地調整の上、DP塗装 新設

柱Φ40：下地調整の上、DP塗装 新設

Φ40：下地調整の上、DP塗装 新設

手摺子Φ12：下地調整の上、DP塗装 新設

-200×80×7.5×11

下地調整の上、DP塗装 新設

-200×80×7.5×11

下地調整の上、DP塗装 新設
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450

Φ40：下地調整の上、DP塗装 新設

手摺子Φ12：下地調整の上、DP塗装 新設
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DE A矢視 S=1;30
B矢視 S=1;30

C矢視 S=1;30

D矢視 S=1;30

E矢視 S=1;30

屋外階段平面図　S=1:30

屋外階段 詳細図　S=1:30

S=1:10
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ｱﾙﾐ笠木　撤去

※塩ビ鋼板（水切り）70×50【新設】

（ﾌﾞﾁﾙｼｰﾙ共）

水洗い（15MPa）

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0 既存のまま
M N

4
1
5

3
0
0

Aー 18

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t2.0
撤去の上、仮防水

M N

4
1
5

3
0
0

機械固定工法（S-M2）
塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 t2.0(遮熱仕様)新設

下地調整(ｶﾁｵﾝ系ﾓﾙﾀﾙ)の上、
水洗い(15MPa)、
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ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介
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Ｎ

凡　例

手摺先行くさび足場（建地幅900）

養生シート・小幅ネット共

仮設計画図1（参考図）　S=1:200

仮設計画図1（参考図）　

原図サイズ　A1　

Aー19

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（H=1800)

校舎へ出入りできるように足場設置のこと

の事
程度確保

2,600
通路

昇降口のため校舎へ出入りできるよう

足場設置のこと

昇降口のため校舎へ出入りできるよう

足場設置のこと

ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
（

H
=
1
8
0
0
)

昇
降

足
場

昇
降

足
場

昇降足場
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資材置場

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

工事名称 設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

一級建築士　大臣登録　第288653号

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

学校施設課　大橋　乃介

S=1:500

門

A棟

B棟

倉庫

屋内運動場 プ－ル

城山
こどもセンター

県道48号（鍛冶谷相模原）

▽道路境界線
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▽隣地境界線
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▽道路境界線

有効

4.500

門

作業員休憩所

Ｎ

凡　例

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（H=1800)　杭打ち支持L1500

2箇所

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（H=1800)

ｶ
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ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ
（

H
=
1
8
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0
)

　砂（ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ）t=3mm程度

　重機転圧（ロードローラー）程度

整地範囲（1.100㎡程度）

仮設計画図2（参考図）S=1:500

仮設計画図2（参考図）

原図サイズ　A1　
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ﾗﾌﾀｰ設置の際、足元養生、

立入禁止措置ならびに誘導員配置のこと

整地範囲（1,100㎡程度）

Ｇ

Ｇ

資材搬出入車両

【学校敷地内を車両が通行する場合に厳守すべきこと】

・学校敷地内は最徐行を行うこと。

・２人以上で車両通行する場合には、１人が車両から降りて先導すること。

・１人で車両通行する場合には、原則として事前に学校内にいる人に

　連絡を入れ先導してもらうか、ハザードランプを点灯させて最徐行すること。

・敷地内の駐車スペースより車両通行を開始する前には、車両周辺の前後左右の確認を

　行うこと。

※資材搬入等でやむを得ず車両が通行する場合には、先導員を配置して安全を確保すること。

　水道・電気施設を使用することはできない。やむをえず学校敷地内の

　その設置した場所からのみの使用とすること。また、設置位置につい

　ては、監督員及び学校に確認を行い決定すること。

　計測メーターの確認を行い、使用量相当分を使用完了後若しくは引き

　渡し後速やかに納入すること。

　水道・電気施設を使用する場合は、使用量計測用のメーターを設置し、

※ラフタークレーンを使用する場合は、学校休校日とすること。

・登校（７：４５～８：２０）、下校の時間や休み時間においては、原則として出入りは行わないこと。

20Aー

Ｇ 誘導員（資材搬入・荷揚げ・外部足場組払い時）30名程度

1箇所

※グラウンドに車両が通行する場合には、修繕完成時に整地を行うこと。

※修繕において使用する修繕用水及び電力は、原則として学校敷地内の

　なお使用した修繕用水、電力については、学校立ち合いのもと使用量

今回修繕部分を示す

計：280m

修繕用ゲート（W=6000×H=2000)

修繕用ゲート（W=3600×H=2000)

修繕車両出入口

修繕車両駐車場
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